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白雲丸（大阪商船）

昭和23年8月

三菱祁戸造船所建造

長276.50ノ

幅41.98ノ

深14.76ノ

總噸数2,284t

速力14.47kn

機開〔タービン）
1,600HP

… 霧嬢議鍵譲
須磨丸（川崎汽船）

昭和23年8月

・川崎亜工泉州工場建迭

長217.00ノ

'l'i133.00'くつ
深16．00ノ

總噸数1,120t

速力14．5kn

機開(ヂーゼル）
850Hp
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あけぼの丸（關西汽船）
昭和23年1月
室挫刺1戸造船所建澁
便199.75’
帳32.80ノ

15.74/
深

總噸數1,033t
速力14.957kn

機關(ヂーゼル）
1,280HP

一一.一

民洋丸（東洋汽船）
昭和23年8ノ］

三菱械演迭船所建造
長281.78ノ

幅41.00′

深21.32ノ

總噸数1,999t

速力11.5kn

機開(レシプロ）

1,100HP
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淡 路丸（南洋海運）

昭和23年4月

三菱裁浅造船所建造

長199.98′

幅32.80′

深16.40／

總噸数1,1J7t

速力13.61kn

機關(ヂーゼル)‘
1,200HP
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初春丸（新日本汽船）

昭爪'123年6"

1I･i祁遥船!ll熊工場辿迭

長．、279.00ノ

幅39.30′

深21.30′

總噸激1,990t

速力13.5kn

機淵(レシブロ）

1,800HP
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I渡島丸（翻燕省）

昭猟23年7月

三菱機演造船所建造

長372.61ノ

幅52.00′
深22.30′

總噸臘2,911t

速力17.7kn

機開(ター直ン）
4,500HP
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新和丸.(飯野海運）
昭和23年8月

播磨造船所建造

長215.59′

幅’，侭・42′
深弱.20’

總噸蝋1.199t

蓮う]12.261m
機關(ヂー卦，'、
850HP
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一等船室の魔間

壁面クモ柾目材シルベグレー塗色徒上げ
天井ペーヤ揮帳‘寓艶糟rペイン'･」仕上げ
採光天窓6粍カラズ季､ツチング校嫌入嵌込み

床ラパータイル（50糎×50糎う迩換嫌脹敷詰
窓窓枠（壁面同材）’0粍透明カラス＝ツチング・模繰入
家具甑地材（一部チーク材）クリーム生地色塗装仕上げ

其〃鱗I等蕊瀞&職忌躍蕊研鋤
壁面装飾（木彫レリーフ）笠脳季男氏作（二科會員）青森，北海道の風物を浅く
彫刻せる氏の力作．市松風に組合せた水理の美しさ、

b (尚,囎齢裟飾部諜計）
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篝鍵簔譲蕊 掌捕返還船

曉南丸
(HIROXDELLE號）
國籍フィリッピン

鐙客船全長'3074-10w/S"

･幅鯉）36'-11/3〃
深(型）20ノー43/S"
總噸数1,243t

主機レシプ極

2300馬力
f速力14kn

蒲工i946-11-29
完成1948-7-26

引渡8－9（÷ニラ）
（三菱横演遥船所施工）
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曉 昭丸

(S.S.REALE號）

国籍オランダ

貨客船全長229.5ノ

幅(型）46.6ノ

深(型）19.4ノ

總噸数2,561t

主機レシプロ

蒲エュ946一11-25

完成通47-4-30

引渡1947－6-5(iWII戸）

（飯野産準嘩錘造船所施工）
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長 江丸
(HSINYANGTSE)

國締英國

灯嚥巡羅舳

全長192'-6"

垂線間長180'－0〃

幅(型）34人－0〃

深(型)16/-6"

總噺蝋1,108t

茄工1946-10-27,
完成1947-12-31

ﾘ|渡1948－1〔上海）

<飯野産業舞伽造船所施工）
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‘’一鑑の科學一． タ
グ

･ 造船技術者の．使命ゞ
〆

東 、道生・＝

．､鍼の函:いう言葉の非科學性輪ずるまでもです．。．
①｡

～

･なく個本が農業國として立ち得ないことは明瞭私は造船所の技術者諸君が其の持場に於てあく､
、な事責ぞすし,,又まい勢働賃銀で世界市場を獲得まで眞筆な研究的態度と，撫臓的良心とを以て各
‘沁趨去の紡織業のみに了二よることの不可能なこ自の仕事に糊まれんことを切に御願ひ'ﾉ↑筐‘く.そ
と‘も亦言を俟ちませんP而して我兵ば持たざる國れが~見些細に見える事に對してぎあっても，必

殉

日本をいやでも背負って立ち，之を平和的な理想ずやそれが集裁さいて大唯な成果をもたらすこと′
國として再建せ恩ぱな.らない義務をもっているのにちがひないのです．而してそ”が一歩一歩この
です．その爲には大きな溌悟と飛躍的な工夫が必謂褒しﾅﾆ日本の#工業界(ご對し新しいいぶ･きを與，へ
要であり，そこに科學蹴の眞の重要さがクローろでありませう。

・大艘に雄て現在まであ技術の妖況”･へりみま、ズァップされて來るのですも
すと，基礎的研究と設言倣術とに於ては決もて諸一′日本の科學捷術の過去をふりがへってみると，

．決して本営の意味の科學撰瓶はあ.bませんでし疑國のそれに劣っているとは思はれませんee」､､，・

診た．をれは戦争を目的と'し對雁としてのみ發達し机上に於て，槻察し物思考し，計算し，．これが
、，仁感があるのは,否めない報ﾐだと思ひます・そ論文として發表されゐと言，世界の學者が瀦歎す

炉

の爲に科學ぱ常に生活から遊離して宙に浮き，技る様に立派な研究が多い様です．又圖面と･して表、
術は終戦と同時(ご筌韓してしまったのです．此室現される時,それは獄に優秀な機購と形態を備へ
．、鱒を元に戻し，しっかbと銅鐡のギヤーに噛ます．'･てゐる様です．これは日本人の頭脳が,決して劣・
ことが我凌技術者の任務と心得ねば承りません号息等な人種のそれではないことを翰語ってゐま･す．
凡ゆる工業の癖を集めﾅﾆ造船工調ﾆﾆずさはる技然るに之が－度具鵠化され，製作されるとな･ると』●

術家も亦蒋峰挨術者としての任務の重要性を認識必ずや鉄陥の多い’所謂和製品なるものが出來上
して日本再建の爲努ガしようではありませんか．るのは何故で《ぜうか．嚇經濟的'養材的な問題
。さて熱って日本の遡招界の現状を見ますと海運も大き雄原因には蓮ひ帥‘率んがj現場蓑術を
の民螢移行，海外よりの註文船,外國船の修繕許や夢もすれば秘硯すると云ふ悪い習慣の爲ではな
可等の=＝ｽが相次‘､で發表され,其前途の明いでせうか．日本の現場飾家はす鮮縦を着涯
るい見潅しと共に漸く活況を呈すやに至りまし帳簿をつける様になりがちです．斯くすること'蚤
に．急速･に海運を復活させ.る爲には急速に船を造あﾅﾆかも出世した如き感を與へるのはゥ確にこ'の
ることが必要です.然も優燕且つ“費は低廉國の祇倉的機購の峡陥です、間蓮つｵﾆ所謂出世主
でなければなウきせん．少い養材を用ひて如何に義の悪風です･眞に按術を愛する挑術者，＝生薬
して此難問を解決し王行く,か．其解決こそ造船所葉服を着て遥鵬界を牛耳る様な偉大な鈎澗濠が欲
，ﾆ働く技術着に課せられた使命と云へませう。しいと思ひます。そしてこの様な職會の機雛であ、
．一方i従業員の賃銀は霊這昂騰して居り,､生活給.h函､ものです．､、’．
！“しか老へら郷い縦現在,企業者としてば‐灘湯I鋤倣術者として日本め製作技紬改良
出来る限‘b賃銀を上げ生活を安定させ後顧の憂なと改善の爲，技術者的良心を持って現場の技術措
く自己の任務に箱進し得る様にすることが必要で導に不断の努力を挑はねばならないと'“ます･
あり，然も生産コストの昂臓感出來得る限り低く・－學に大きな成果を期待してあぜってはいけ全廿
抑へねばならないのです.＃j何に命れぱ生産慨鵜ん:たゆまざる不断の努力と研究心こそ技術者の
，を柳へて工賃を上げ得る力f.ここにも亦造船技術生命と云ふく言でせうら・
者の考へねばならな&イエ夫が必要とな刃て來るの×、x－8F
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一路，の魅カー‘
ｬ●

の造b得る最大の可動造型であl),･しかも駕異の

撫睦持つ瓦のであるといふ黙にある．荒漠を蹴
って海洋を走る船，威風堂兵港に垂付いて來る船

その何れの船からも溢れ函る無限の力をひしひし

と感受する．試みに岸壁にびた．bと職付けにされ

て眠るが如き靜け．さで港を堕してゐる船の傍に近
、ミー

寄つ工見れば，恰も魂があるかのやうな何とはな

しに温い迫力を蕊えるであらう．もし此眠って怠
る船が媛内に持つ威力を現震に發輝すると･言に

は，恐らくちみまうりやうも怖れどなして影をひ

〆

｡。

,_=.三__

毘一夕
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船の魅力

9

和辻春樹

ー一 ー今垂叩

船には云ひ知れない魅力があるから，大人子供 は，

の腫別なく，船に興味を持ち又船を好く讓でそのそめるであらうと老へら処るほどの力遜さを感ず
魅力がどん鯉ころにあるかといふことには謹多る‘､それは船の大きさから受け.る皿鼬感にもよ‘ろ

公

.の解窪や説明が下せる．‐が，それよりもその船鰐内に識する偉大な機能をj

昔は日本の多ぐの子供達嘩軍大將になると言想像するからであP．殊に夜の港を小舟で走って
つﾅﾆが，今の子供達には自分の望む憧曝の對穂と見る時,碇泊してゐる多くの船に異儀な力がこも

なるものがなく，と鳶折電車や自動車cij蓮縛手にってゐると思はれるので，誰でもがその眠れる力
なるといふ子供がある､対t的なもの,勤的なもを身に疑えるやうな氣持になる_であらら・‐・
のに興味を感ずることは幼い子供達のもつ通有性．、かやうな力を何庭に船力亀ら感するであら･うかと

であるから,誰行機,船,汽車,電車,自動車騨言ふに;船は有史以來人類の脳撤搾つｳﾆ知識の
に庇黙から魅力を感ずることは不思議はな‘い、 、凝結であウ，また人間の血と汗との努力の結晶で
自然を讃美することは言ふまでもな‘､が,久間あることを何人も考へながら鋸獺ろかちであら
の力にぷって透られる造型が目的のために－4部う．まさしく船は最新の科學の粋を集約しにもの
分ながら自然を征服したかのやうに悪ふ瀧い優越に蓮ひないのだから,人間の到達し得る最大限の
感を持てるといふことは,人間の自惚れにｵ薙な能力を象徴した造型が船菅とし､ふ爲である・船は
いとしてもす何となくこシろよさを鳧えると6,ふこの歴史的な偉大鷺造型であるといふ外に，その
事責は香定し得ない．しかも之等の造型がどれも如何なるものも一っの大き聯合機能趨郷する
大きな威力を持ってゐて，その狸い力の發揮によ爲の複雑な部分傾励雪受持つために完備されてゐ
る活力の表現されたEころに魅力を感ずるものでるからでもある．互犬と精巧とは相反する字義E
ある・が之等の遡埋にはそれぞれ異っﾅﾆ面から更解犀することが常識であるiこもか遣はらず，船は
に幾多の魅力を感ずるといふ苧とも事変むあ･ｳ‘，巨大にして糒巧であることに無限の威力を具備す
また之等の造型が何れも最新の科學文化と技術文る課である．
明の産物であるといX､黙に於ては塗bがないの"牌．しか,も船は秩序の正､L,さそれ自韻が顯現してゐ
が，こ麓では船に就いその魅力ばかりに就て考察るもので棲雛の中に整然たる合理的組合はせを見
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／

謡の綜沓機能を發揮する上に於ても如何なる部るのみ瀧ら予,その影のある韻い,且くっきりと
分も飽喰で秩序と分を守り整然γこる配置につい眼を射る美的な形態は,大きな魅力を呼ぶ．
：送値動してゐるといふことば,船に對する魅力を，まﾅﾆ船には何となく親じみがあるやうに疑える、
愈猫二つの大きぅ聯件となつ垣ゐると言ってもことは，偉大な掴雍性にまるもの,と思は恥る力:,
差支へなし､．？‐清濁併せて何ものをも受けXれるといふ感じは船，
"識動的であって荒海蹴走すると誉の醜し、の一つの魅力と淵てもよいであらう;色とりど
‘い姿は,碇泊してゐる船を見ながらも人間の剰箇ウの國際的な鋤の船客を乘せ,あらゆ､る種類の：
‐の中に謹菅得るので,眞焚溌異の力が發揮さ伽る：貨物を船腹に春吐する姿を見るときは:何となく
‘_と､言を港隙し得る爲に，かやうな靜的な歌態にあ慈愛の表徴であるやの感じを與へるので,;母の懐
る船かゞらも言ひ知加魅力を罷える．即ち船の持といふ意味の魅力があると言って､差熱ない．

ノ

ーっ偉力は硯斑的現象とし七‘そ甲機能の中に美しぎ-船の僻迫らない嘩揚鶴こせつかない,どPし
額震ずるが故に人間に異常なテトラクシヨンが，ありし淀力を持ちながら動かない姿も，何と･はなlン、
ろものとじて魅力を持たしめてゐる．力は同時にに魅力あるものとなってゐろ・・

‐、

、

雄を表象する甲だから,船の御力と連度とを國際人は船の族を経験Lｨてゐろ者が多いのであ、
ヅ

老へるところにも魅力あるものと言ふことが出來ろが，船族の愉快なこと1ま誰し箔異口同書に梁し垂

‘い思ひ出どして話の種となってゐる・このことは．‐･〃ろ・

船ば識的構成美溌具有してゐるから,船噺一度船族を味つた者が,二度三塵ど船旋を操b進
らしい蕊術の創作品と考へて美しさを感受し得ざ・すことを望む所以であって，船に穣しあI錨しむ、､‘、ノ

ところからも魅力あるものと言へる・鋸は完全な‐ほど§船旋の味を忘れないものとして引きつけら
る合目的的造型で壷る篇に,美的鑑賞をもなし得･れる船の魅力である．船旅の面白さ}絶麹の鮎に琴到
るのであって,船から受ける感鯛は近代的の一宇あること勿論であるが'船そのものの魅力にもよ
につきる,如伽る角度力，雛硯ても機械的な~ると言へる．
．,形態の中に美的鑑獲の可能性を苞識する･船は機乗船客の恩ひ出も，乗組員達の親切なサービス
械美と雛成美との二つを兼ね備へそゐるから，職も忘れ得ぬ記憶とじて生涯の樂い､猛ぐさとなる
：織美を持ってゐる､とも言へる．即ち,鋤的なもものであり’その思ひ出の中に船の美いざ陛近代
めとして機能を有ってあると共に機賊伽ものと酌設備とが思ひ浮べられる･明朗な薬じい蔀
して最新の科畢の成果を具現してゐる．だから少な，和氣調をたる雰園氣は人と･して毒ぴその雰画
．．〈とも近代的センスを緬養し艦得(てゐる者に′氣に入りたい希望を起喜しめる。‘、

船は科皐の基礎の上に立づ捷術と工業から生産
は，船から機械美である近代美を感受し得るし，
鮴ぞの近代美を讃嘆する間に吸ひつけ帥るやされるので，船には数理と合理から離れ士殿I蝿
うな魅力を感ずるのが自然であると思ふ。もし力ら”い･船は人間の造った幟成であるげ仇曹、
ヌラを持って船の如何なる部分を如何なる角度かも,船には眞理と“から外れﾅﾆ｡ところがないと：し△

ら搬影して見てもその慰燭は鯛清新なものであ言ふことは，完全に自然の理法に適合してゐると、ロ、
ゥ’,:そのどの嘉眞からも美的感蝿を得ら奴蔵に趣いふことなので，自然力院全に合理的であって人
ひ鯉､、船それ自身に色彩の美を表現しようとす間iこ美しさと楽しさとを與へると同じく船か“’
る努力が郷はれてゐるとは思はれないにもか堂ね美しさを與へられる"此意味でどこにも不自然で
・らず迩代的な美し‘ざを術へてゐるのは，一つにはあ．ることを許されない船が自然の理法と全く合致4Bロ

‘緋水に浮んでゐるから色彩を不必要とするのでしてゐるといふ課で，このことも叉入に無意識の
もあらうが，それは船が持つ機購羨による．ものに間に魅力を疑え'しめるのである° も＊U

，あ燃ら‘芯い、殊に日光を浴びてゐる船の主醗美にかやうに船の魅力を考察して見るときに，われ
，至っては,瀕境の對辮として誠に美しいものiであわれがこのやうなことを事麓・鰯頁へつづく〉．
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、 上朧蕊
有吉瀧彌・としてしｼブ戸',タービンを;Eでは咳ｼプ庭，

，F

日本が現在保有して居る商船は775隻’1,375,デイー･ゼル叉は焼玉機關を装置してあるが'何れ
588總噸で，85隻の油槽船とI播殊用途の船舶をの場合も機關室まはbの配管並に補機關係も極度一
除い↑こ608隻,1,153,018總噸が海上輸逢に使用に切り詰めてあり,識備セットの設置を普通とす．、.，
．‘し得る鋼船の全部である．更に分析すると，其のる場合でもシン〆ルで濟ませてあ‘ろと云ふ按配で．､
中で34@隻,730,509總噸が戦1割票準蝋告で,鍵ある.蒋料の過度と云ふ鮎に蝋､で.も不I吟味であ l

Dの262隻，422,509總噸が戦前の建造で普通に．った許ウでなく，建造中の監督も記揃爾上の噸鐵
在綱も呼んでゐる－，の産細しにのみ熱心な篠;不完全な船を赫意〃
、戦争中;商船隊の消耗が譜ごしかった事は勿論『な船主に押し付けﾅﾆと云ふ穰な例のみ多かった,多
‘であるｶﾐ,優秀快速の大型鋸から逐次徴用されて特に船員の居住性あ不良は戦時中かちですら問題
行つﾅﾆ關孫から,在來船の中でも睡秀な船舶は剰とされて居つに程で,船員の士氣‘と能率に影響ず
ず所なく消耗して了ひ;残存の船は極く少数を際ろ所も紗〈ない：
いて船質優良ならざるもののみである.戦時標準商船は定期瞼査,中間入渠の爲'年間幾日かの
型職,如何にして最少の鋼材から最大の噸撫停船を必雲とする：そ睡除ぃ龍稼動日数の'年
産み出すかと云ふ事に重黙を置いて造られ↑こ爲，‘に對する割合を観鎌率と云ふ･･平時の海運に餌つ

｜
其の船質も極めて不良である．要するに全鵠としては,年間稼働‘'’ケ月稼働率90％と云建のが
て日本のﾌﾘーi､ぱ世界的ﾚベﾙに遥かに達しな常識である.本邦の商船も此切程度の毒働奉を維
い劣勢な船隊である:と云はざる鶴ないのであ、持して居のにoであるが,戦争中漸次疎し'綴

、戦後僅か宛乍ら改善されて來だが,今尚7螂程る．
､

戦時標準型船には羅馬字でAからF迄及びTL(度であるのは遺憾である.1隻當bに就いて云ふ
TM,Kの各種の型があb.,これに2A,2Dとと年間9ケ月弱の稼働であ，，全媛のクワートに
‘云ふ様に数字を附けたパリ雫一シヨンがあって合繊いて具魑的に云ふならば，全媛で1,776,477
計で十七の種類がある.2A,3Aと云ふのはA、噸(重量）の中或る一定の時に蔵働して居る鯛ま
．型の第二次計識,第三夫言協と云ふ意味であつ1,278,073噸(重鋤であると云ふことであ恥
て,鰯〈の計識"lこ從って若干澆力が増加さ498,404噸(重量)の船が常に修繕｡爲に停艘し
・舵,,速力を増して居る．A型が最大で11,000噸て居ると云ふ事になる．
（重量噸)BCDと漸次小さ<tb,F型ぱ鋤O何故に稼動率が此の様に低いか､と舜､ぱ，弓根本
噸で最少である｡TL,TMば元來油槽船の型番的に船琢の劣悪であると云ふ事に鰯着する普通
脱であるて,油棚船として建造中,中途で貨物船年間2回の検査入渠も.自然長くなる外,中間の故
に改造さ細二もの老ある．K型は戦前か息の鍍石陣が頻繁で其の爲の劇賊思ひの外に多い・鐙艦
船で現在2隻を残すのみ,Scも戦時中には殆ん所側の回復も未喧し.〈，人的蕊潔や施設の面の非
と建造さ脇ず,緒局に於て,戦標船の主鰐をなす能率も修繕遅延の原因でゆる･･鋼材等の直接蓑材．

′'舞辮撫話至皐篭墓認難癖基歩辮欝悪霊鵬
い､即ち機開室がｱﾌﾄにあること,艘艘は箱型式をﾀｲﾑﾁﾔ:→グーに切ｳ替へるが，これに依・
で丸曜がなく，写デムもｽﾀﾙーｼも直線であるこって船員の配乘と共に修繕も船主の責任となる．

｜と，シーアもなければカン苧ぐ－も鞭〈，シングル船主が自分の船を愛護する↓云勤､熱意と，修繕期
鵠ツトムである蕊等為共通の設計である｡設計の間惣オフハイヤーとして棚鯛獅支那を止めると
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廣汎噂蒐稀運動を展開す.る一方，鐵道貨物の海上
韓移を計るべく各種の右逢を講じ:つ麓あぢ、
現在迄(も邦船で4鯉した外航貨物は輸入アンガ
ウ'ル燐蛎荷（261,209噸）中園の慰也68,162噸)．
樺太石炭(218,加噸)比島の石炭,食糧(11,532
噸）輸出は朝鮮逢ウの石炭（2,009,662噸),中國
行坑木(438,336噸)､等冬で砿以外に目立った
ものはない豊簸近本邦油槽船にまるくﾙｼﾔ湾重
油の積取力鐵施されつ登あるが,貨物船としては
此に比すべき長距離職逢の見るべきものが無い．
結論的に云へぱ國内職逢に就いては輸逢能力の黙
から餘力があウ（現在の稼働率,職行率を以って
･して'も月間約40寓噸の餘力ありと推算ｼ今の劣
魏鵬でも曲りな4にも賄うて行ける見込はある
が，重要なのは外航貨物であって、消極的には外
貨挑運賃の節約，進んでは弗貨の雄得と云ふ面力&
ら我國海迩としては外航進出に’4,1雌注がねばな
らない所である．此に就ての最大の難鮎は外縦可
能の船が無いと云ふ事賓である．

在来船中残され↑こ蝿の航洋船も往時の観念で
云ふ優秀船では無く,船級ﾙ･-ﾙに合格し大洋航
海に堪えると云ふ丈の事で,･筆頭とも云ふべき氷
川丸（''’000總噸）でも船齢既に’9．年，戦時中
の酷使と修理不足とで現在'2浬の航海速苅維持
がせい一杯と云ふ研,これに綾く有馬、丸(8,600
總噸j高榮丸(6,700､總噸>と併せて僅か3隻が
外航可能の範嶬に属する．此等の次腱羅げられる
日昌丸，高砂丸は航績距離の黙で必ずしも世界航
路の適格船とは云ひ難い．其他切在來船は假令船
型が大型でも船質の面から遠距離の配船I雑踏し
なけ肌ぱならないと云ふ現状である．戦標船中の
A型の中，27隻に對しては炭庫容積を増大し清
水タンク系統を整備して航綾距離を延長し印度濠

洲方面迄への配船に備へて居るが，こ髄も目先，
貨物の漉得を‘目途としての應急策であb，最大の
急務は外航可能の船舶を造ると云ぷ事であって，
外航船隊の整備を僥望するや切なるものがある‘

、（船舶蓮誉會輪逢部長)，

『ー、
〆

ぞ‐

名二艦の科學一，
。〆．。〃

云ふ興極めに鞭燵され傾浩日数を切詰めやうと古l鋤
る意欲とを併せて稼働率を向上させや､うと云ぶの蝿
が狙ひであるが;船主の電話一拝造船所が職工型
・資材を急派しﾅﾆ時代と逢って,相當の困難を墨悟ウ?！
せいばなるまい．．・ノ〃′ 樺ズ

ー汽船による海｣識塞の貨物量は維戦年度の月間噸）
“20萬噸壷から逐月増加し,､今年2月にﾕ00萬噸行な

"を突嘩し亜以來累月新記録を綴け§月には139寓もqC

噸を超した．此の中,約189,000噸が外航貨物で油Q
’'0禽噸が國内貨物であ.る．この園内貨物を輸邊此(;
する爲に使用した船陣904,000噸であったが，満
此の船腹と貨物晦徴との關係を見て，8月の稼行か〔
率は1．21であった-と云易.’1噸の船腹'が月間,．・し可
何噸の貨物を輸逢したかと云ふ割合を表はす侭敗馴｜
を稼行率錨するの-尚づて,大雑把にほ其の月が，
間の輸逢貨物量.(荷物噸）を使用し,龍船の噸數貨も
'(重量噸)で割って得られるが,正確に計算するら郭
'〃場合には其の月中に稼動した凡ての船の回縛率と學駆
其の猿高との相乘涜を平均して出す．船の回韓率能｡
が増せばそれ丈輸逢量が増加するめは常b前だが'Z

r、｡

其の外に航海毎の貨物の積高の歩合も濃塞能率の云』
海｛

一つの要素であるからである6

‐稼行率の最近の笈績である1.2ｴと云ふ数字は川ブ
決して満足ずべきものではなく，國丙海運としての酉
は少〈共其の倍近く迄上げなければならない虚でが｛
ある･歳奉の上らない理由として普通,港溌作細
業の能率の悪い事と，各種補給の遅延とが“ち外撒
恥る．我國の港湾は到る虚施設の荒腰を嘆いて居日農
ウ,加ふるに堯働關係の困難もあり,往年其の速路α
きを誇った日本のボーI､スピーFも今では極度に型力
落ちて居,る．昔では荷役と平寂して出獅淡水食な財
綴”締も現在では荷役をすま診て他港へ廻るとA聾
去ふ諜な事も必要であり，食綴配給の手綬丈に数水夕
・日を喪しﾅﾆ例もある位雷此等が回縛率低下の原因洲或
である事は疑ひないが,､最近では荷枯れの状況が貨〃
著しくなり，其の結果荷待ちの篤に回縛奉が下る念溌
と云ふ事変が大きく目立って來て居る．港頭の在外術
貨が不皐の爲,糊告しても直ぐ術役が開始出純
い，或凰荷物の回潜を待って屡ﾉ"荷役を中断しな
ければならないと云ふ事例が多く各方面共滞船日
敷の壌犬を來ﾆして居る。此の事態に對虚して．
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I;…lt・
祭く?安定

、船の航路安定性だゞ

，關する一問題．、等>b不安走
完良誠三 どの器の犬曹言で大柵の雛性の目安が附も

IIIIIIIIMIIIIIIMIIIIIIlllllilliIINIMIIIIIIIIWIIIIIWIM側MIillillillilli〈のであるが更に船が航路から外れ和協て後の蓮
航路安定性若〈は方向安定性と云ふのは，船が‘動を見なければ責際には安定かどうか判らないわ．
｡，

進行方向を保ち得るか或は向きが鍵b易いかと'云けである．

ふ性質で,從來航空機では,この安定度が直接生、直進中齢が何等かの原由で航路よb外れにと
命Iﾐ影響を與へる爲に航空力學の最も趣な部門ずると後の運動は三種篝へられる，（勿論舵i填
の一づとして取扱はれて來だのであるが船ではそ．直にした侭で)．”、
の心配もふいのでとかく等閑に附されて來だ．最1）元の航路を中心として鰭撫唯行ふもので，
近造船學の進歩に伴ひ,船の性能が向上して來る舵を取らなくても一定方向を向き安定。その週期
と，航路安定性は經濟的の見地からも安全性の上が短い程安定度大.飛行機はこ．の例で週期約2秒

、

からもう放置出來ない問題となって來た．・位で船にはこの樹溌'1はない．
安定性の無い船は始終舵を動かしてやらねぱな2）外力が取去られると徐やに一定方向に落着・
らぬので操縦新が疲鍔ずるぱかりで無く，船が舵〈§のでその方向ば元の航路とは一致しない･己
行する結果；同じ速力の安定な船に比べて結局速の稼なものを準安定と名づける． 、

力が落ちるわけである．3）一旦航路より｡外れると益為外れる一方で放
最近或造船所で造った細皆は舵を放置して進む置すれば畷ぐ弓廻りをするものでこの様なもの
際に頭を振る角度が10数度に及び舵行の振巾は．を不安定と名づける．’
30米に達しﾅﾆものがあるが,この滕な船は經濟的船は大韻不安定で準安定に属するもQもあらと．
に損なばかりで無く狭い水道を通つ↑こb輻穰する．推定されてゐる‘‐
港内を通つ↑ﾆｳするの1こ非常に危険であぶ叉捕次に船が直進から外れ淀場合に水よhどの瀞‘”
,鯨船で安定性が悪いと錠の照準がつかなくなる．力及び偶力を受けるかを老へて見よう・

縦壼雪繍鱸駕蕊懸懸鑿鬘織灘篭鰯緊醗。
菖婁難鰯蝋難鱸駕壼鷲繍鍼麓諒麗撹灘
らぬ所に困難が生す､るわけである．‐たiあり,大きな回縛偶力を生ずる。”偏力及び
躍初に方向的に安定とか不安定と力》は何によっ偶力は非常に大きなもの・で;船が鱒回する時の遠
て判定するかと云ふ事を考へて見よう．今船が直心力に抗する求心力はこの偏']が主力となつく屋
進して居る時何等かの原因で小さな角度8灸け贈る．そしてこの力は船と水流と爲す角即迎角に關
を振りその侭元の方向へ奈航するものと考へると係があb結局船の前進速度職すべりの速度との
掌の時に般礎に加はる回韓偶力が船を元の方向へ函数で帥，叉回鱒角速度の函数でもある・
戻す灘に働けば方向安定であ蠅に働けば船は盆次に考へ削るのは,渦及び摩擦による鋤で
'蚕航路よ､b外脇るわけで方向不安定と老へられ之には船の横すべりに對する抵抗と回鱒に對する
る．この様にして定義しﾆ安定度を静的安定度と抵抗とがある．

‐次に波の力は船が斜に準む爲に波の形も左右不云ふ．、

今船に加はる回卿偶力を"とすると， 對孵となり回卿偶力を生ずる．そしf逼波形が船の、
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･ 4一縄の科學－

．、速崖比により非常に灘上する事から或る速浸比で
船が著しく安定度に塞化をき濁す事も老へられ

’・ろ・、’…最後に舵の力で,舵は眞猷した催でも鋸を振
・ろと揚力を生じその力は常に鋸の振れを止める方
向に働くので舵が大きい程安定性ばよくなる名
，これ等の外力は總て理論的叉は蜜験的に船の速

C

塵回蒋角速度，加速度等の函数として表(主式事

が出來るが;之を成可〈簡軍化して噸､運動方
程式を樹てて見よう．

r第1間の様に船が元の航路OXよ･り外れて,そ
の童心が｡(X,Y)なる黙に來了首尾線とOX-の
蕊す角が8であるとする.叉その時の舟帥前進速
・度勿,殺すくりの速度沙"回蒋角速度を,のとす
る.と船の重心に開ずゐ誕動方程式ば(2)式の様な

1‘
′形となる．

第‘1圖‐‐、．

伯

lこの解から判る様に
‐ノ

1)蝋ルル共1号虚数ならlf即ち倣斗化
ならば安定である．4

GI

12)AIルガ崎数でどぢらも頁の場合．、
即ち帝>ﾁ源､？i胸莎r正の場合

この場合i鞍定である．

｡

Ｎ
ｅ

ノ

白

1
3）入'地の内緬L力'一方正づ場合

、

即ち折>綱2、

この場合にはり,の共に増加する一方であるから
不安定となる・．

、

問題は'八の犬いきにあb,そして入の値は(4)1．

式のq2の大し?さ侭左右されるから理論的には如
=何なる條件が座を大きくす．るか.と云ぶことど検
討すればよいわけである。

斯様にして安定度を調べろと肥型より痩型,短
いものまり長いもの,丸底より角底叉は方形龍骨
を有するものが安定度が高く，叉職から見↑こ形で
は絹に切上げのあるも,のは緯に切上げを有するも
,のよh安定で一般に後部へdead.woodを有する
もの程安定である．．

凸

I

b

P

--←’
オ

巳

I U－~一一

叉肥痩度やdeadwoodを加減するど異っ↑二船
､器=惚仙十捲仙
｝α'灘器=fiM)'+剛側

紬2Jif等は前述の外力諜計した係数．よってそ･の運動は鍵って來る事も豫想されるOJ
今後に残されﾆ問題として,賛船の安定塵の測

り之は線型‘'次元聯立微分方程式であるから直定法とか旋回性との關聯性勘､波浪中の安定とか
ら,に解けて次の形となる.．､がある力拘れも相當困難な問題躯はれる.

4U~=C!猟雌峨‘次に最近超つ↑二例につ"で述べて見耀いと恩ふ.‘或る造船所で同型鋤漁船を3隻作つすこがそm=M,eA'FFb戚海:(3) の丙の一蝿安定性は普通で一隻は精悪〈,一簔

競壽謀灘琴総辮鰯雲･慧肌2は耐淵條件によって定まる定数.

｜ "■
A,＝を門‘十へ/需言享寵)′

‘ﾙー会㈱,一八/需二蒋刀
．窃＝一(偽'十〃伽
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’一造船祭〔運動論，－，，

琴野鱗墓忌雪雰警鰯鰯閣‘・
を超えると舵は反戦向に揚力を生じ反聴しで
△α'丈回稗する，この舵角によ'ｳ舵I鋤と反對方
向の懐ガを船に與診､る爲に船は徐愛‘に逆参向へ回

もf-

韓を初め水流の角度が△α〔を超えると第2圖

（3）舵は叉反稗し，かく‘して舵行を鏡ける．′

勿論この様な運動をする爲には船は不安定であ

る必要がある..何故ならば安定叉は準安定船では

水流方向が舵角を超える事がないからである‘

今ある功peの不安定な船で舵のカクが1。と

して計算して見ると第3岡のや'うになる"第3圖‐
．‐第3園

この船の舵は平衡舵であるが,舵軸力煙力中心
J･b後にあり舵角約15.迄は勤over.balanceに
なって居る．それ故若し綱領篭に多少のガタが

あると眞直に向いて居るのは不安定な爲自己の水

腫力によってどちらかに回漣して支へる所迄△α
丈回って止る・

第2圖の(1)この小舵角△αによって舵嘩
を生じ船は矢印の方向へ回韓を始める．すると水

●

第 2回、

f

』

(1）

り

Qq
'

｣一一
ク

ー:'ﾉ窪麺：
、。を見れば判る様に舵が反鱒した時に偏角曲線に愛

曲黙を生ずるからb普通の贈揺れと瞳別がつく．
＝t

〔東大第二工學部）

1

(2）Ⅱ

ウ

●

１３Ｉ

Ｇ

ｒ
力

旋
回ー

．、

』

（4頁まb)}理屈ぽ〈考へながら魅力を感ずる
の誉はなくして,殆ど細て○人が知らずの中に親グ

しみと魅力とを感孝ることば,船の造型としての
，殊更の便値を示すものであって，合理，合法，合
目的の顕さを立證してゐるのだと言っても誤では乱,．

L

〃

’
1

1

ない･子供達の癖争る船の魅力,一般世人の感ず
る船の魅力，船に關係するものの感ずる船の魅力

I

Ｉ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
川
馴
．
。
■
０
Ｆ
』
■
哩
由
。
ｒ
４
■
■
８
▽

マ

詮ど,､おのおの異る面があらうかも知れぬ．だが
その直れもどれも力<船の魅力を否定するものでは

げ

←蝿して，それほど幾多の率い魅力を船が持つ･て
殉ることを蛎語るのである．

われわれの造った船には更に愛着がつきまとう

、

､

1

ので,多少異つだ意味に於ける魅力を感受される
し，われらのアリートである船の魅力棚には，
こ段や.かな愛着も含まれてゐる-。
われわれは膳來一層誰でもが魅力を感がる船，
その船でみられる煙秀なフリート悲感没する日ま
で努力を瞬けなければならない。、

丘

r
で －－9－

や
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勺

深儀等を備へる率は理想的でちるが
近海船では瀧騨になくてはならぬと
云ふものではない"然しテレモータ，｜と

ー’コンパス,回輔計2樹,･エンヂ
ンテレグラ？，アネロ好F晴雨計，

窪釜r燕鱸驚蕊
信號燈は交通渡繋な近海船には是非
必要である｡'船橋と機開室との間の
邇信として偲躍篭謹けでは足りな・

1V､・高蕊蹴話金はどうして私設伽し
て欲しv､･近湿船は必羨霧中航行を‐」
考臘せねばな‘ら荘い、鑑笛の種類と
して針ﾙｶﾝ式蒸汽雛笛,ベル式商‘｜
犀蒸汽笛，蒸汽タィマォン等老へら

宍

､れる功§，此虚に－霧能率の悪!､蒸汽
消致愛の大きいオルガン式蒸汽読笛。、
鞘を用ひてゐることは，停船中又は微
速航行中に於ては排氣補汽縦から鐘
られる蒸汽座力が不足し有敦な吹鳴
が出來なくなる恐れがある．デイーー．，
ゼル船で理論的に最良とされてゐる
銃笛はエヤ･一タイプ計ジで之を使用
するのが一恭望ましい％

此の船の機械蕊ピ凱卜ほユロンパ
ネ式を眞似た造船所特宥式といった
型である．主ﾈヂ｡ﾈ気1噸《v型で′j｡､|
力の傳逹用には不適である‘こと,傘
歯車が露出してゐるとと,､ダピツト

が鋤の噸偽る壜…ヂ蓬外I無から守るための神田式筒形のカバ、、鉢

一がないこと等の不備が見られる難，

ｨ箪駕遮禰温穂墓1
填田紐式に編んだ様式〕の被覆繊曾 ｜
大部分むき出しの奏主用ひられてゐ

■”
ダ

今 守

一艇，の科･學一

駁後新しく設計された船も澤山蓮む

られ,韓掻船も一部着工して居ｳ,･
凸

更に新造に修金に，圖本の造船界の箔・
來の見透しは明るい．ここに，日本

の造船界に裁いて相識事情にも詳し
●丑

いおるアメリカの総長出身の人が日
g

：本で簸近造られた客船の中を〈｡るつ
と一巡して，次の穰な批評を下して

．ゐる.．勿論造船屋としての見方とそ
hG

bo

の観酷は自ら異なるかも知れないが
p

從來の籾製ですまして來た悪菅俄を

、，薮17．技術低下を補ふためにも，叉餓
後立直りの造船界閃發のはなffけと
して；この批評は造船屋i逗大v､に鐸．
に立つ甦思は淀ろので此鹿にそのあ

‐らましを紹介し上う．j

先づ外板に就ては船首部水線の王
の外板のフｴｱﾘﾝ〆に迩憾の聯ざ
－、多v､こと，蚕材節約の爲か短い外板
をﾐバﾂﾄ熔接して用ひて鳧り之等の
職の接演をラップ･リベット=してゐる
のが目障りに感ずる．

±?鐸構造物の電氣熔接に護る
凸凹が目立つ愛て美観を害'してゐる・
本甲板のチーク材表面が荒削りで凸
凹があり，ごツチのはみ倒した個虚
もか宮取られずに仕上，がJごくな
V,、

宇一全等客室と共通路に敷かれてゐ

るリノリウムの愛が悪く悼みも不充

分である．白･色ペンキを節約し過ぎ

てゐる．錆止必の上にもう一回は少
ジ〆

〈とも白ペンキ塗装を施す必要があ

る．又室内鯛産品にベニヤ合板で化忽
粧証を行ってゐるが，接赫腰の猛が‘

悪v､爲か反ったりはがれおりしてゐ

るのが見られる．船の祠産品は薇iこ
握勅を受け，温度溌産も不断に誕る
のであるから，接蒲膠は十分吟味.し
猛が良くなるまでは儲り化粧張はし
ない方がよい藤である．↓

洗面器，便器，側壁，床等に「上
薬」をかけた陶器を用ひてゐるが，・
之は術生的見地から見て鯛舶用とし‘

で

’
新造船短評

１
１

,|、

て不適営である．汚れが陶器の氣孔

の中に浸透し次第に「上蕊｣.P表面

に出て来て，何時がは非常に不術生

な欣態となるからであ･る．ガラス賀

表面を持つ磁器が現在銭も良硬のも

のとして銅ひられるべきである．他
口

に化粧室や便所の仕切，扉等の未工
事は紐難すぎるし，水道口や排氣辮

●夕

の附脇金具も貧弱すぎる．要歩るに

公室客室々装飾造作に柳ふ注意に比
し術生設備には全く考臓が柳はれて

ゐないと云ふと皇である。、

炊事室に關しても同機などとが云
へる.石炭で焚く料理用寵の側’に蓋

のなv､石炭紺がある等全く不穏生だ

し，炊飯用の蒸氣釜は水洗に便利な

様に傾けられる様にすべきである．

又料理墓と流しはモネルメダルが不

鋳鋼か白鐡器なら理想的了あるが，
之れのない時はせめてホーロー引き

かタイル張をせねばならぬ．

扉の鍵,蝶番等の金具類の設蝋は

設計が下手で貧弱である．之に我用

を力うける方が修理薮を捕って総D‘あ

る故絃局有利である．もPつと製作者

に對し指導と監奮を雁にし良品達使

用する様に心掛けねばならなv､．‐

甲板上の梯子に惜しげ'も'なく眞鐙

のパイプ・を使ってゐる．之をピカピ

ヵにして撞くことは船員の負鍔とな

り且不可能なことは明か戸大きな無

駄である．然も窓枠を蛾で造ってゐ

るのはどうした課であらういくら

防鋳しても今に必ずスライドしなく

なること明瞭でおる．一二等客室と

サロンに見受けた峡鮎である．

操舵室にある議装としてヂヤイロ

コンバス，無線方向探知器，自動測，

る・之は海軍で重迩軽減用に使用さ
れるべき沖で商船用としては木綿
眞田紐の電線を充分カバーして用ひ
る方が耐久力の灘で良いと恩はれで
る、鹿冬見られた眞田紅のそれもも
少し良変のものを用ひることが望ま
しいも‘
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お前はがうやるから出來ないのだ,かういふ風にA・

やって見ろ，そら脳來るぢやないかと地方藩丸出

▲

ｋ
↑
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
０
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■

心

。

●
″

『

わ

創刊號で誰苛は準なる諸先輩の本誌に對するお前はかうやるから出氷'ふい‘"'二'か”､･常､"i‐&、

御協力を要請した.･先づ槐より始めかぱなるま・やって見ろ，そら脳莱るぢやないかと地方藩丸出

‘黙職鬚瞭季鑿磯撚蓋躍鑿皇雪雲髻蕊塞雛皇鷲驫雪
するがこれが皮興りとなって奉営に老練な方だの．しては簡単に不採用を宣告ずれば濟む所を如何に凶

もYさんらしいとほほえましく思ったことが翰卓説を伺ふ．ことを得れば幸茜である.：

'‘‘百姓!“と怒鳴る船長る．
、筆者が壯年時代勤めて居た某官立造船所の交通管理者の鎧
艇の艇長に元氣のよい男が居↑こ.､確力捌五長であっこの艇長といひYさんといひ措當の黄地技術に
、イた･と恩ふ..受持の艇ぞ操縦して繊内を馳駆するとかけては至寶的存在である.如何に部長や工場主
′』き艦載艇などが不意に横間から飛び出1名て來てあ任が威張って漁｡ういふ人乏が居て呉れなくては
ほや晦突しそうにな‘るとI雌↓二舵を取って巧に交仕事にならない.昔はかういふ特色のある人間が
はして置いてから相手の艇長を睨みつけて"百姓澤山届ﾅﾆが近來段左減ってなまじインテリ臭心､若
！“と怒鳴るので有名であった."百姓"といふの↓､者ばかりの背比べになって居る槻のあるのは一
は－今の農民諸君が聞いたら怒るだらうが－當時株の淋しさを蕊えさせる．.γこだこの種の人達の多
は低脳兒とかわから1ず屋の素人とかいふことの代・〈に共通な峡黙は自分｡専門､の費技以外の一般赴
名詞であつだ.かう‘､ふ言葉を此〈伽ごから大し壷常識に鋤て居ることである．然しこれが或急
ftﾆ激育のある男では無かったが笈地の操船技術に意味では長所でその紋に自己の技術に没頭出來る
かけては臘階の若いチャーヂなどの及ぶ所でなかのである．艇長の何某伍長に向って言葉を慨しめ．
．つ挺､叉､それだけの自信を持ってゐﾆ1こ逢ひな．と諭して見剛Y,さんに時間が無駄だ好‘､加減に
い、その男の名前を途に知らすに濟んでしまった誰澤を止めるとたしなめで見たりしためでは結局

この技術を殺してしまふ緯果となる．そんな常識ことは残念である．

猟重搬のYさん的な面はわれわれの方でカウアーしてやつでこの
通殿係にY､K､といふ工手が居った．晴間から人達には専ら顧慮することなしにその時伎を伸ば
牛鞠iき出し職うな男で口の利き,やうも滿足にさせる－これが利口瞥管理者の執る這であら
は知らないやうだつﾅﾆが,週賎技術にかけてはまう．騒

五重の．塔ノ.･Sl輔傑で"遮搬のYさん“といへぱ知らぬ者な一
かつた．或るとき運搬工員の募集があつ↑二．採用戦時中であ？ﾆが幸田露伸博士の"､説“五重の
・鵡場へ行霊て見るとYさん俄然雛控へて志願塔"力#映謹になつれの毬見ｱﾆ･腕は良いけれど偏｜‘．

‐者を～入廷入獄問して居る．試問の問題ﾘｵ綱の結．屈故に世に容れ,ら伽ない大工の職人が大切な五重
ぴ方である．机の前へ座らされﾆ若い鍔は紫人との塔の工事を請負ふ.陰になb日向に､なり彼を四
見えて全然答人員れない.Yさんこの男に向って園の妨害から守ってやつﾅﾆのは彼の親方であつ
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先．やがて塔は見事に竣工した。折柄の大暴風雨

の中(ﾐ綱もしなかつﾅﾆ.塔を造ったものはこの
、

職人である｡、塔を成したものはこの親方である，
といふのがこの維局でゆつに.映謹の藝術的面に
就て語る査格はないがこの筋立てには同感を禁じ
梶γ候釣3－－〕十一：除術の鍾重といふことが戦争の故を

うに袖Iご筋を巻かないから階級が露骨に･現はれな
＆.といふだけの話である．‐§‘出世‘‘しても自己の
専門技術を捨てないで済むやうな機織にならなけ
''れぱ駄目ですねといふと誰でも‘‘御尤もで式‘‘と
いふ．而も事態は一向に敬書されて居な.いやうで
あるも、‘、．

、

I

得ながっﾅﾆ．技術の尊重といふこ
｡

以て今更らしく喧傅きれて居ると
》

きではあつ仁が
げ､

ここに観念の問題がある．
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一の水防匡劃に塵分尋れでゐるﾆめ;p即筒排水を
′する際答匡間の移水邇氷が充分でなくこのため
に『夕揮』と需支る爆薬（戦車拳骨多似たダイ
・ナマイr)､を使用して水中部通水孔をあけ↑こが
ｰこれでも充分ではなかつｱﾆ．

．’（4）軍薙群有の防禦甲鈑があるため水中切断
に骨を折つﾅﾆ．特に甲板稚反は,即筒下げ降しに‘
非諾な障害と唾つだ．

皮肉どこと_には大鰐防禦甲板迄排水すれば船．
が浮くか浮かないかと云ふ限界の状態が琴〈”
‐もう一息と云ふ所で,即筒が止ま愚ものが綴鴎し
テニ．（天城，利根)｡j
(5)商船に比べ船の訓こ鐇籏重量が動､から
頻當深く･迄排水管ねば浮揚しなし､.‘このため雷に
、排水し乍ら順次下層甲板を切り開いて卿筒を下
して行かねばならなかった．．

（6）重油タンクが破壊せられ殆どの船が例外
な'<船内を重油で汚され，作業員は文字通り重，
猶まみれとなD且瓦斯切蔵中火が燃え移って大
火災を起したことも屡産めつだ．
（7）艦内に識藥，ガソリ..ｼ瓦斯，メタン瓦斯
等の爆謹物が多く無暗に瓦斯の火,耀火等を近
一づけられなV,ので困難を感じ負傷者を出す様な
爆發の危瞼に曝されたこともあった｡.＜大淀）
3．沈没臘浩の引揚方法概略．。
（1）利疾・
瀧海索の新型巡洋艦利根は昭和20年の顎中
細繧政の出撃準職完了し棚を爆撃されで江〆
田湾に沈没し左10..5後i､リム6米で干潮時
《上甲板後半部淡水,滿潮時には郷職鋤を残
して全漢の状態であつﾆ．：
爆繋による破孔の大訓･ことは厚れ迄のサル
少ベーヂにその比を見ないもので左舷機械室外板
・に直撃弾二發と蕊しき長さ30米高さ14米C錘
150枚）の大破孔あり，之をβ箇の防水板で水‘
防し,､凌水甲板には高さ3米延長80米に亘つ
′で舟細り堰板を設け毎時5000砿の卿筒を以て前
後5回20日間80萬睡の排水により昭和23年5．
月4日浮揚した．

本艦の救難作業中特f困難と感じγこことは直
戦弾及その鱗が艦底に達し破孔が泥中にあつ

＝

た↑こめその發見に困難:､極め，た上へiうかって

もそれを塞ぐに,ゆにはもぐら婚の様に泥を掘
って進み破子郷に達しなければなち‘なかつﾅﾆこ
とである．

(2)．大淀

嘗ては連合艦隊の魁醗であ？ﾅﾆ快速巡洋艦大
淀は',利根と同じく江田内に右76.の大傾斜を
以て沈淡し；浦潮時織腹を半分位現はす狄態で
あつﾅﾆ.先つ引起作桑を行ふため,引超外力と
して『・シヤース』二組を以て8本の鋼索に倍力
装置をつけて約600Tの牽引力を與へ，水パラ

’ノ

スートグンク14個1800Tを引起し側にぶらさげ
て，76．から－學に13o迄引起すことが出來

』

た。
､

幟倒しにな

つ7ニー寓噸の

巡洋艦がびく

むくと急上
1

＝。

て見る間に氷
上 I昌姿を現す

－

、（第一園）’ 光景は進永式
とは比べものに雄らない程の壯概であつ↑こ．

引起後は中潮以下に於て上甲種全没し排水昨
業は低潮時陸か4時間しか行へず，加ふるに前
部砲塔髄の外板に16米×8米，艦橘前方に10、
米×20米,､煙室附近に5米角，後甲枚に5米×
8米,3米×8米の大破孔があ'b,之等を僅か
'0名の潜水夫によ.り約50日で水防を完了し，
毎時5000殖の抑筒能力を以て前後4嵐,10日

ﾛ

間に亘って大排水の後昭和33年12.月13日無
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艦であった關係上,.雛迩複雑で各種の甲鈑が

張りめぐらきれてあるﾅﾆ域排水には困難を感じ・

た."破孔を水防し渓水部{､こ堰板を立てたごとは、
勿論で卿筒籠力な何れも約5000T/Hであった．
尚織津前部下甲板下の或る水防医劃で沈没後

｜二年にして尚完全に,水防を保ってゐ淀ものがあ

ったが，これは軍艦の水陸腫劃上特筆すべきこ，
■

とであつ↑二・‘．・
､Q

（6）時津風，輪逢艦21號，海防艦59號，伊

204潜,呂27潜

何れも全淡QためI即筒排水不能であり，300寮

睡海上起重機船により.片鼻を交互に吊り揚げ,へ．．

fが

1

や

（3）天城

左61.前I､リム23米と云ふ悪條件で前半部

は海中へ突込み後半部は三ﾂ子島海岸岩磐上に

乘D上り水面上に出すぎてゐﾅﾆ．先づ引起し作

業を行ったが,後半が岩壁に接近しすぎてゐた
↑こめ充分引起Iﾌ得ず35.迄起きたがそれ以上は

起きなかつﾅﾆ．

綴いて，即筒排水浮揚作業にかかつﾅﾆ‘のである

が，船鵠重量16,000砿.の船を傾斜35oでしか

も､岬郡は淡水,後半部は丘へ上ってゐると云
ふ前例のない状態で作業せねばならな・かつﾅﾆ.'・

水防箇所の多いのも特色の一つで§大は飛行機

昇降口ql米×14米)爆弾破孔,(20米×.2米ブ
をはじめ煙路,通風蹄搦騨筒捗人孔,剛入
口，舷窓，弾痕無数計400李方米と云ふ大きな
もので，その上澗了甲板は非水防であるたあ上
甲板以上の幟造(60リ)を水中發破で切bとら
ねばならなかつﾅﾆ．叉船首（水深20米）をも

ち延げるだめ100癖力タンク12箇を船首に
集中取付け，全燈に亘って毎時7000Tの卿筒
ぞ以て前後4回，第4‘回目ば豊夜連績･12日間
人も卿筒も無休で働き昭和22年7月31日浮揚
しﾅﾆ．

（4）阿蘇

本艦は天城と同じく最新型2萬噸窒母であっ

たが,賓材~F足の↑ごめ朱完成の脈態で巌島湾に
繋留中:爆撃され沈没しﾅﾆものであるが未完成
の艦であるから各部が脆弱で,この＊め船禮が水
唾に耐へず補強エ事が大鍵であった.淌叉水深

8米傾斜右19.船艘の約半分（6米）が泥中に
埋って勘,特攻兵器の標的船と､して使航だ
ﾅこめ沈没前醗に相常の損傷があb爆盤にjJる損
傷と合せて水防を施した孔は外板に13米×7米
10釆淘米,15米×3米,11米×3米,甲板には飛
行機昇降口（'4米角)2個,賀騒による弾痕弾片：
機鋳弾による小破孔多数，總水防面積約380平
方米もあつﾆ．．

(､5）磐手，擶津
何れも傾斜約'0.水深8～'0米中潮以下では
上甲板永面上に現れる程度の箪純浮揚作業であ
つ↑二が,前著は明治時代の戦艦後者は爆撃標的

｡－=

、

100T浮力夕.ンクを8個取付け空氣ﾌ･陣罠の後

浮揚させ↑二も氏 、

■
■
巾
白
■

’
、

｜①

’オ ←

ー

。 〔第三岡） 、、

輸逢艦2t號は1蝿左75.船尾水深28米と云
ふ状態であつす二から先つ引起ｲ襟を行ひ其の後
吊上げたもの‘である．

（7）伊352潜
JF

引渡直前の完成状態で水深14米の虎へ全漠，

沈淡してゐたもので，内殻及外識タンクへその△
侭唾縮筌氣を逢って浮かせ↑こ． $．
（8）大須伊152潜‐
この二艦は坐洲の欣態で船綴の大半を水_Eに

出て居ったから破孔部水防の上'即筒排水滿潮時
’曳卸しを行つﾅﾆ．．

以上極めて大雑把に説明を加ﾍﾅﾆのであるが，
～

各艦毎の技術的方面よb見海|場作業の詳細につ
いては紙面の都合上後日に讓ることとする．
今や之等引揚艦艇の外沈んでやなかつ輝残存艦
艇等合計35隻,特殊潜航艇120隻はその大牛を
解鵠され，目下巡洋艦利根が解艘中で，日本海軍
鰻後の名残bを留あて間もな｡〈その姿を没し様と
してある．（播鱗船幟船渠）
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敗峰の虚脱妖態からめざめて，

新しし鍵設への歩みを踏み出したも

めも曾てその互大な施設；鯵力を誇
穏した営所の復興は,-却って困難な
多・くの壁に直面せざるを得なかった

のであります・が偉大な傳統と歴史
J

に郷〈長崎三菱b名に恥ぢず,従業

員の奮闘は'”パﾄﾃｲ‘｣型復員船‘
の緊急儀裳漁舩の大透建造，極洋

捕鯨母船，同璽談母鋸，冷凍戚船の
建蓮併やて,･Lq'S･T型錠與船

の全面的修理，炭車その他の製作品

生産等と，相次ぐ･成果を世に訴えて
●z

その健在を立謹軽しめ來ったiのであ

ります．

然し乍ら一萬人の従業員と,、他所

に類の無いこの大力鯨没とを~「フル」

に動かすための迭船は，現下の日本

國唐の許す所ではなく，勢？，新し
し､活路を他に求めざるを得ないのは

営然でありませぅ．在来艇の改造,，

ぷ

P

d■

・で夢･りませう，弐なはち長崎人で

あり，又三菱人である従業員は,｢造

船所あって｡曇崎である」と云ふ．

造船所經管問題は即ちその中.に一個．
ゾー･

･の鮭禽問題を孕んで,篭地方の淳朴
0J町

.な而も.剛健の無性をかつて趣ﾛ綴け

てを､た傅統の技価に併せて各職場の
’■. ､

生産に注入しつづあ,り室す．．，
、

8月末から始り9月15日に圃滿妥
緒を見た営所の賃金値上げに閲する

っb

,争該行爲は，その犠騨極め筵大き
かつたかも知れまぜん丞，本塁t的な
組合運動が占領治下Iこある図駒事備
．と，造船業の変態とを勘案した鵜合v．

、

何…惨…喪と戈る勢鋤’1〔蚕本家と云ふより.も經督者と云づ

た意味の）の新しい在り方を示唆し，

？

Ⅱ
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ハ
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撒
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凱

ー

へ

’

、･三菱長崎造船所一
一

誰に凡切る修繕に對す勇施設の全面

的利用と従業員の改造修織ヱ率に封

する認識是正，或は又製作品工事に

封する熱意と生産向上,・さぅ云った

ものが誕〈叫ばれて來て居ります．

、漣換速度の遅い而も大企業｢造船」

の現在に於ける位岬，その重要性
とは別個に極めて苦しいものである
÷4

参とと，多言を要しないのであります

藩，地理的に見ても偏在じすぎた長
崎三菱の宿命的な弱さは，之を「カ

バー｣す尋何者かIを持たなv､限り’
競争激化しつつあ'る造船業の伍問に

位する蔀&勿続,之が優位を占める
ことは，およそ考へ得られない事変。

｡

得たとすれば,「マイナス」を取り戻
して｢ﾌ゚条｣するあるものを得たに

■

①

蓮びないし，又さらあるくぎが長崎
造船人の輝かしい任務であり｡まぜう．己

砂｡
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日船室照明の今

凸

山高五郎

ノ

－－－ 一

筆者は大正年間,昭和の初期，そして今度の戦
争中三回に亘b各所の造船所で船舶の電氣織装の

仕事にﾅﾆづさわb,まﾆその合間にも側面から覗

いて見る機會が多かつ↑こので,前後を通じて約40
1

年にわたる記憶を辿って見るといろいろな話の種

は出て来るがこ営にはその内船室の照明に開しに

ことを拾い出し-び御参考に供し度いと思う．但し

照明といっても筆者はその道の専門家ではなく理

論的な考察など試みる蚕格はない．唯仕事をして
いる間に遭遇したこと.を思い出すま営に書きなら

べ↑二徒然草に過ぎないことをお断bじておく．

筆者が電氣蹴装の仕事に從事しﾅﾆ振出しは三菱
の長崎識告所であつ↑二・

我國では船の照明器具は初め主として英國のマ

ーチン壮あﾅﾆbの製品を用いて居たらしい．筆者
の時代にも配線用の器具は未だ内地品では間に合

わか専ら英國から取寄せていたが照明器具の方は

造船所で圖面と引いて所内で製造し↑こり或は他に

註文して居↑こがその型式は全く英國式を踏襲した‐

ものであった．あの頃は舶用器具というと室内用
でもテープ'ルランプを除いてはほとんど皆水防型

の頑丈なもので一等公室などに使用するものでも

特別な豪華船でもない限ウこの標準型を用いて居
ﾅこ．その頃の船室というものは特に凝った装飾な

どは用いずまして電灯器具の如きは一為室の装飾

様式にあわせて設計することはなかつﾅﾆのであ・
、

る．然し特別な優秀船の高級船室は例外で天洋丸

のヌーポー式，香取丸のセセツシヨン式，伏見丸

の桃山風などと來ると出來合の器具で(墹合はな
いので夫共の嫉式に合った聡搦U設計のものを誰ぇ
ﾅこ・又或船では装飾一切を外國のデコレークーか
ら取寄せた．伏匙ILの姉妹船諏訪丸は英國のクー

’堂附近からの出火で全部烏有に歸し．たことは賛に

惜しいことで，その後長崎でその復奮工事にたづ

さわつﾆ筆者の忘れることの出來ない想い出であ

る．當時長崎の造船所は我國造船業の家元格であ

つ↑こからそのブラクチースは自然他の造船所に傳
、

はって筆者達が必要に鵬じて新に設計し7こ器具な
ン

どもいつかその型が諸方に博はb十數年も經てか

ら職､もよらぬ虎でお目にか覚るのは懐かしくも

あるがそれがほとんど例外なしに外形だけが眞似

られﾅﾆ似て非なる改悪に経っているのは残念でも

あb同時に自分達がまづい種を蒔いたような氣が

して困つﾅﾆ．船室の天井灯として多く用いられて

いる陶器製のレゼプテクルは大正の初期某m上の貨
、

物船を遣るとき外國で新造されﾅﾆ姉妹船の船員室
についていたのに型どって有田？某祇に註交しに

⑧

のがそもそもこの種の灯器が内地で造られ↑二最初
である．陶器は我國の名物だけにむしろ舶來品よ
りよいものが出來て從來の金属製グローブ付のも
のに比し逆に廉くて外観も悪くないのでその御皆
室用として震〈使用さ舵だ．たま了二ま第一次獣洲

戦争で我國の造船拳が急に繁忙を來噺輿造船所
が各地に輩出した時代であったからこの灯器も自

の

然急速に各方面に徳はっﾆものと恩はれる℃・

とごろで我埼は最初の製品が底部が正方形で｡そ
の四隅を四本の螺子で締め付けるようになって居
た爲，少し凹凸があると四本目の螺子を締めると
きその隅がかけて困るので或貨客船を造るとき装

飾係と協同して丸型の底面を三本の螺子でとめる
型を設計し，圖面だけでは心元ないので木型に油
土で摸様をつけf二責物大の見本を造って注文し先
づ希望通りのものが出來てこIT'を一二等苓室高級
船員室に使用し好評を得だ．これは形もよく又前
記のような破損の心配もなくまづ成功しﾅﾆもので
あった.しかるにその後十幾年が彩經て或船で見
かけﾅﾆ同型の灯器は仁しかI罰この型を模しﾅﾆもの

｜

’

’

’

、

1

1

’

リングギ戸一の設計製作にかちり，照明器具もま
7蔓その－部としてり齢された．あの落っ,きのある
中世紀風の装飾が後年同船シャ｡トル在泊中一等食 ’
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一 艦の科學一

であるが菩折角木型まで造って註交した苦心の意
匠もひどく崩されその上取付部も四本の螺子で止
めるように愛っていﾅﾆ．こんな簡単なものである
から註文する側も造る方も深しﾕ考えもなく無調酢
にやってのけだものであらうがこんなものでもそ
の昔多少頭をひねって生み出しに者にとってはい
かにも残念な気持がする．銃存品に型どって物を
造る場合願ばくは原品の程度を落さず幾分でも優
れﾅﾆものを作b出すぐらいの意氣込で行きにいも
丑

のである．猶この型は今度の戦争中蕾海務院制定
の標準型器具の天井灯一號一型にその形が簡軍化
されて残っている（但し金属性）猫以上の外に今
日贋〈用いられて居る震臺灯,海鬮臺灯,船室標
-示灯など何れもあの頃造h出しﾅﾆものの系統を引
いている．面白いのは綴靭でこれは郵船の香取
丸め出來た當時船主の要求に』b識適度愛用のも
のを参考にして設計しﾆのが最初で次の伏見>II級
のとき更に装飾係と協力して改良した.小型で鵠
裁もよく便利なためその後多少鍵形して相當庚〈
傳はっｱﾆようだが経に或電車の豫備灯にこの型の
ものが使用されてし､るのを見了二･一章耐用品を参考
にして設計されﾅﾆものが三十年程經って再び車輌
用に戻つｱﾆことは面白い因縁である．
公室の装飾は年と共にだんだん賛澤になり多く
は専門の業者に外註された．この場合に照明装置
もまﾆ装飾の一部として傑給されるのであるがこ
れが往詩電氣的に不完全なものがあって憐まされ
ﾅﾆことが度盈あった．恐らく営降未だ船内装飾に

一

困難が生じﾅﾆ．間接照明や建築化照明となると從

來の如く個2層の照明器具と違って光源が天井,長
押，壁面，柱その他至る虎に装置されていはご室

全燈が照明器具化されしかもそれが電氣屋の領分
外にあるので光源の配置や附近の齢造上に電気的
に周到な考慮が挑はれない場合が多く折角装飾的
効果は優れていてもこれを充分に發揮させ得ない
ような結果に立至る倶が多分にある．船内では電
気に對する悪條件が多い．例えば漁氣睦分振動動、

謡温度の激愛な_勘､ら定期臨時の修繕エ事中他部
作業のとばしDで損膓するなど陸上では除b起ら
ないことが存外重要な問題となる．篭球の取かえ
･に硝子をもろに取外すとか紅ぢ類その他細かい部
品の脆落するような樵造は禁物である.外国の或
會牡の庚告に「営祗の製品は電球の取換えに片手
で用が刷る」と篇眞入り'で宣傳して居るのがあ
つ↑こ・一見おかしな効能書のよ・うであるが航海中
動揺する船内で踏臺に乘り片手で附近の注にでも
つかまりながら故障調べや切れた電球を取り換え
ることを考えﾅﾆらこの臓告の意圖が容易に理郷さ
れること＞思う．こ.んな小さな個為の灯器にすら
か堂る細い注意が桃はれて居る．ましてや前述の

ごと言近頃の豪華客船のl茂大な公室に於ける場合
照明装置の電球の入れ換え,瞼査手入など賎容易
な仕事ではない．しかし故障の爲一部消灯でもす
れば折角の装飾的効果が蕊無し.になる．こういう
ことを考えて装飾の設計には豫め充分篭氣的條件
を考えに入腱てほしいと思う・今こ垂に公室の照
明について電刺勺噸つた震例の一二を學げて参
考に供したい．

だマ或商船の食堂で天井に一米角もある装飾カラス
雁頓一のパネルが四本のボルト.で取付けられその裏に数
ｳ;大佃の電灯を入れて診る．電球の取換や手入れ等に
ｮのは四隅のナットを一つ一つ外し重いガラス板をも
ドーろに外さなければならない。これは陸上でも到底
)殻手輕にやれる仕事ではない．叉フ･－ルの上のアー

經験が乏しく船内の使用欣態を充分理解して居な
かった爲かと恩は鯉るが意外であつｱﾆのは佛國一
流の装飾會祗で彼國の大商船の装飾を鯖負ったマ
ークシモン祗などの製品にも存外電氣的には無頓
着な鱗造が多かつﾅﾆことである・公室の設計が大
観模になるにつれて昔のような低い天井や井戸の
底から空を見上げるような狭いスカイライI,ドー
ムなどはなくなって庚ぃ高いアーチやドームが設
一けられ，陸上建築同様のんびりしﾅﾆ鱗造になると
共に照明も間接照明だの建築化照明だの新しい方
式が取り入れられるまうになつﾆのはい猫が前述
の如く船内の特殊欣態を考慮に入れていない↑こめ

5甑瞳握藥同鐸のんぴ'し↑こ鱗造になるとチ形の天井面に裸の管型電球拠績配置して數條
共に照明も間接照明だの建築化照明だの新しい方の光ウの線を作つﾆのがあった。ズールに人が飛
式が取り入れられるまうになつﾆのはい猫が前述込んだ飛沫がか鴬って電球が割れ↑こり地絡を生じ
の如く船内の特殊欣態を考慮に入れていない↑こめたりする。容易に近接出來ない高い虚とて故障が
に装備工事にもま澗後の保守の上にもいろ〈､ろ起っても手のつけようがない。又或和風の装飾で

、－－18－－
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大きな硝子張bの灯龍形灯器を長い一本のパイプ

で天井から吊下げﾆのがあった．このような総造

が動揺振動する船内で使えるかどうかチョット考

えﾆらわかることで，横合からステーなど取付け

ては見苦しいしその侭では頚がもﾆない．結局極

度にパイプ．を切りつめ，目立ﾅﾆぬよう補張を施し

て間に合せﾆ．このような設計の生れるのは要す
るにデザイナーの船内に於ける使用欣態や電氣装
置の性質を充分に理解されていない結果であらう

と思う．勿論以上は何れも一昔前の話で現在では

恐らくこんなことはないと信ずる..猶最近はネオ

ン灯や螢光灯掘ども舟舗日用として寅用化されこれ

が適切な利用によって益良き照明効果を期し得る

ようになっﾆのは喜ばしいことである.総ウに筆
者が念願する虎は客室照明の發達は勿論であるが

同時に通常經濟的見地から兎角おろそかになり勝

な貨物船の照明の改善である．船はその乗組員に
とっては職場であると同時に快適なホー祭でなけ

ればならない．この黙は豪華な客船でも地味な貨

物船でも愛ウはない筈で或は人手の少ない激務に
追やられる貨物船に於て一屑その必要が多いとも．

云ひ得る．居住謝備に於ける照明はこの黙に於て
無形のしかも重要な役割を演するものである．そ

してその方法次第で必しも多額の費用をかけすに

よい効果を翠げ得る。明るくなごやかな遥室の照

明と同時に荷役用航海用？安全加殻關係の照明を
完全にすることは海運の主力↑こる貨物船隊の稼働

能率増進上多大の凱果を與え得るものと信ずる･
.(海事協會）

I

１
１
１

クマ

（推進器の鳴香防止，21頁よりつづく）
が寶施されるやうになってから殆んど推進器の鳴
晉は消失し↑二・時糞まだ香がすると逆ねぢを喰は
されﾅﾆこともあつ↑二が，殆んどすべてのその儀な
場合が，笈は岡面通りに仕上げてないためであっ
た．

（ﾊjしからぱ笈際に鳴香が(回縛數の如何零
により)出ﾆｩ,出な力『つにbするのは何故か.
それは翼自身の固有振動数(水中における）と前
申しﾅﾆ渦列の周波数との一致による共鳴現象であ
る．元來舶用推進器の翼は（航空用プロペラのそ
れにくらべて）費に多種多滕の振動周波数とそれ

修對應する振動模雛とをもってゐる．そして回韓
數が上昇しカルマン渦の周波数が上ってゆくと共
に順るぐに次から次の固有振動数と共鳴をおこして

ゆく．大ていの推推器ではこれが2段乃至3段に
おこる．ごくまれな例として（或る職瀞挺）これ

が鞘はつきbしないが5段位におきたものもあ
る．この共鳴現象についても庇理屈を並べたいと
ころであるが大同ふのあくびを恐れてこの遜で打
切ウとする．

この研究をやっていて面白かつﾅﾆことは，英米
渦のエ學雑誌にもその頃この問題が時為發表され
たが，大てい自分でやって來ﾅﾆ賓購を後から追っ
かけてゐる黙であった．殊にドイツのVDIにの

つﾅﾆところの推播得翼面の仕上げ不良の爲のデコ

ポコによる7k座力の愛動であるとする説などは當
方では始めから問題にしてゐなかった．前述のご
とく専門的の騨頁については造船協會における拙
文を見られんことを希望する．（慶大工學部）

１
１
１

’
’

｢船の科學」の内容は次の様に分類します。藝術鴬眞募集

主題.､船と海とを主題とした藝術的作品のこと

大きさ…キャビネ叉は八つ切大（密蒲焼添付）

締切日…忠十二月末日，當協會宛還付のこと．

優秀作品入選者には賞品を進呈し，作品は本紙表

紙に逐次描載致します．霧って臓募下さい．

◆造船學C抵抗.推進.懸鹿･振動･稚造･復原性･動揺・
通勤論〕◆設計◆工作◆材料及養材◆通水◆
蟻装◇修理◆熔俊及切噺◆舶用機側◆舶胴電
窺及計器◆救難．今工場組機◆漁船及木砿や痔
殊船◆船舶史◆船舶法規及經理◆海迩（海蓮一
般.港湾.海洋〕今遜錯所だより●魏揚の鐸今海
外ニュース及養料◆圏内ニュース及養料海違總
局船舶局欄

雪F=19－－
１
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1

推進器の鳴香とその防止方法
Ⅱ
■
■
８
８
日
Ⅱ
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鬼 頭．史城p

一

縁のあﾅﾆｩを削り直しﾅﾆｩして径600耗のもの
（回轄1000迄）でもワーン，ワーンと盛んに鳴

り出させることができるやうになつﾅﾆ．

かうなるとしめﾅﾆものである．例へぱ胃ガンの

研究をする↑こめには，先ず人エ的に胃ガンを作っ
て見せること(城功するのが先決問題であると同
じわけである．

その貴騒の結果をまとめるとつぎのやうにな
る．（ｲ〕鳴言に直接關係のあるのは翼自身の固
有振動数と翼の回輔の線速度との相互關係であっ

て,翼の材質によらない．即ち蕊の材質が何であ
っても鳴吾を出させることができる．蛮騒に便つ
す二模型翼の内には軟鋼板，黄銅板，燐青銅はも．と
より，アルミニューム，セルロイドまで作つﾅﾆが
上記の條件さへう識合へぱいづれも鴫言を出し
ブニ．但し鋼軟や黄銅はよい音色を出すがアルミー

ューム板はいやな言を出しﾅﾆ．ことにセノ惨禧イド

板ときたら秋風にそよぐ（？）破れ障子のピーピ

ーのごとき箕に氣持の悪い香がした・賞船の場合
においても全くこの通りであって，推進器用鋳物
の發達しﾅﾆ結果生まれﾅﾆところの特殊青銅ででき
に推進器は（もし鳴雷をだすときには）責によい
普色でワンワーンと鳴ウこれに比べ鋳鐡製の推進
器は餘り鳴らないといはれているが，これは鳴帝
にくい丈けのことであb，鳴るものはﾅﾆ〈さんに
あるし，叉是非共鳴らしてくれと頼まれれば，よ
く鳴る奴を設計して差し里げるだけの自信（？）
はもつてゐるつも.bである、

（ロ）所謂推進器の鳴昔の誘發力となるものは
水流の作用である.そして翼の後縁のところの水
流の作用によるものであるといふことになる。こ
のことは鳴いてゐる模型推進器に向って氣泡を逢
ってやり，スI､ロボ･ライトでこれをながめてゐ
ると），氣池が翼面を通る間だけ鴫霄がやむことな
どによって立證せられる。叉翼の後縁にそってイ

推進器の鳴香が造船環｡問題になになbだしたの
黄は推進器の鳴吾
船員間にSmging

である．これが特

は，確か昭和12年頃と恩ふ．黄は推進藷の崎言
そのものは昔からあった現象で船員間にSmging
propelIerとよばれてぃﾅﾆものである．これが特
に問題になったのは，勿論戦争の場合敵に見つか
り易いためである．然し平和時にで､も鳴香のない．
方がよい．この鳴言防止のため私は賓験もし，叉
資船の調査もした．軍艦で鳴言を出してゐるもの
が澤山にあり；商船でも大江"b小なり鳴香を出し
てゐるのが多かった．高速回鱒の或るもの（例へ
ぱ哨瀕挺用，径600粍位,､回韓700位）ではヒュ
ーヒユーと笛を吹〈やうな高い香を出す．貨物船
の或るものは（径2米位，回鱒150前後）ではギ
ーギデ，プーフ令－と震にいやな低言をあたりにま
き散らしてゐに．割合にすんだ言をだすのは潜水
艦であって，ことに潜航中に↑輔鳴言崖ﾅﾆら清
澄そのものであつに．
この鳴晋について私はいろいろ賞験研究を行
ひ，その結果殆んどどの船の推進器でも鳴音を出
してゐるものはそれを除去し，叉新造船に對して
鳴晉を出させないやうにすることに成功し7こつも
bである．この鳴薔防止に開しては詳しいことは
造船協會へ銃に一昨年寄稿しておい↑二・いづれ近

練嚇皇窪慰撫撫鮒三
記事中にもこの黙について多少述べられてある．
以下には「方程式抜き」にして鳴晋防止について
少し述べてみよう．

問題のおきｱﾆ初めにとにかく資験室で推進器鳴
昔を出してみようといふことになウ，ピッチのな
い平板捜型翼，叉は賞際の推進器と同じ形の棋型
（直径500,600耗，青銅鋳物）を多数作り，これ
らを水槽の中央部にとウ付け，回韓させ．てみた。
いろいろやってゐる内に翼の後縁の厚さが適徴で
めればi鳴薔を出すことが分ってきたので，更に後

」

0
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ノルヅ数の高いところでは，少くとも所謂カルマ

ン渦列がレイノルヅ数の低いときと同様に發生す
るとは言はれないことが分った．ところが推進器

鴫晉に開する限ウ，棋型も賀船も，すべての多数

のデータ（それは先に申した摸型と多くの丙火艇
駆逐艦，巡洋艦，……を始め潜水艦’商船,Tilg

Boatまでを含んでゐる）を上の理屈で整理して

みると全部よく同じグラフに乗る。そこで少為飢

暴だが學理は學理，萱地は賓地，といふ事にして

研究結果をまとめた結論からこれなれば鳴言が出

ない筈だと思はれる翼の後縁を計算，設計し蜜物

試驍をやって貰ふことに申出た．それは潜水艦で

あり，，つの案は翼の後縁を15mmの厚さにし

（つまり厚すぎの方で逃げる）他の案は翼の後縁

は厚さ1mrnにする（即ち薄きの方で逃げる）も

のである．こ.の雨者とも賓地運韓の結果殆んど完

全に鳴香が止まつ↑こことが報告された．これに力

を得て蛮行案を作り，即ち與へられた推進器の直

径，回韓數等により，鳴薔を發する範園内の翼後

総の厚さhを圖表からすぐに出せるやうにした．

そしてこれを逃げればよいことにした．唯蜜際問

題としては，後縁を餘ウ厚くすることは當然推進
器效奉をいくらか下げることになる．又極度にこ

れを薄くしてもよいのであるが，逆回縛その他の

ときにはここが曲つﾅﾆbマクレたりする恐れがあ

る.、この両者の黙を老へた反問苦肉の策として第

韻イポをハンダ付けしたb,黄銅板で作つナニヒレ

を後縁に針金でゆるく取付けたりしﾅﾆことによっ

て，それまで鳴言を出してゐﾅﾆ翼が，同じ條件，

同じ回韓数のもとでもはや鳴晉を出さないやうに

することができるのでも知られる．更に後縁の附

近の奥行き1糎ばかりの部分を削ってシヤープエ

ツヂにしﾅﾆだけでも殆んど鴫音がなくなることを

確がめることができﾅﾆ．この水流の作用とは，し

からぱどんなものか．それを見るだめに鴫香の周

波数fをクント管で計測し，このfと翼のそれと

おぽしき牛裡位置における回聴の周速度vとの關

係をグラフに霊いてみﾅﾆらば殆んZその關郷喧
線となることを知った．なほ翼の板の厚さhをも

いろいろ鍵へて賞験し，それらをまとめてみる

と，ごく大腿ではあるが
、

f=0.20ユー
V

ー

1

によって表はされ↑二・vljicm/s,hはCnlで表
ばすときfは/sの慣となる.この公式はKarman

によって發表されてゐるところの流れの中におか
れ↑二物艘(主に圃筒柱鵠)の背後におこるところ
の渦列の周波数の公式と一致する．故に鳴昔を
誘發する外力とは翼の後縁において渦列（所謂
Kat･manの渦列入が發生し，それの及ぼす振動的

の水唾愛動がそjl〆であ･ると結論されるに至つﾅﾆ．
もっともこの黙は研究發表會において度掩叱られ
↑二・その一つはお前はカルマン渦がでるのと目で

見ﾅﾆか，といふ職である．氣流とちがひ水流（し
かも立艘的の場合）これを目で見えるや.うにする

鯵は中為難しい・いろいろ側面的に観測しﾅﾆ事
寅がすべてこれと一致するなれば,.よしんば目で
見なくともよいことに御かんべん願ひﾅﾆいと答辨
するよb仕方がなかつﾅﾆ・今一つの御叱りは一鰐
カルマン渦列といふものはレイノルヅ数の或る程
度以上大きなところでは起らぬことになってゐ
る・故にお前の言ふやうなカルマン渦抽礎聡室
の模型ならよいとして,寛際の船の推進器の場合
に起るはずがない．こ伽はドウジヤといふ言であ
つ↑こ・日頃不勉魑な秘は大いにあはててPhil.
Mag｡や航空開係の翼についての童験報告などを
探して見た。その結果，やはb或る程度以上レイ

’
い

’

’ここから本莱の翼
勘面曲鰯
に繍ける

し

亀斗
Ｆ
‐

、

蚤6ABIぎてtりする臨伽
擁1岡

1岡に示す案がきまり，これが資際の推進器の翼
に資行され↑二・岡においてはh1惇すぎて逃げよ
うとするときの厚さであb,h3は薄すぎの方へ
逃げようとするときの厚さである．この形につい
てもいろいろ理屈はあるが方程式のお好きな方は
少いやうだからここには略する．変際の例へぱ直
"3mの推進器ならばh,=15mm,hg=1.5mm
位になると心得ていてよい．此案(19頁へつ宙〈）

ー
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一 鋸の科學一

壷遊目指して計識された所調第一次

小型客船の1隻で，室閑青森間に就

航してゐる優秀船である．本船は奎

磯能を蝶げて満速船たらんと技術上

細心の注意が秘はれ，水憎試鹸によ

り鼓適の推進性能を有する諮型と推

進器を具備してゐる．.外綴のよく伸

びた船首に優雅な船尾，美しいデッ

キハウス，スマーIな煙突と共に立

磁的感疑は新しい機織美の創造とし

,て衆目に値する.､就航状態でGMは

700-900粍．復原限界角ほ60～70

度，航行中の動揺週期10秒で客船

としての安全と快適さに少からざる

苦心が釧はれてゐる．旅客設備も採

光邇風見晴しのよい船橘換甲板の食．

堂を始め各客室共妓箸の設計が施さ

れ，室内装飾も古都寧祭と碧草山の

薄縁を華調として淵酒な感じを奥へ

てゐる．電動通風装磁，救命設伽，

も完備し，竃動油睡式の操舵装澄の

他に鯉急･の操舵装霞も術へてゐる．

防火設術は居住唾に携幣用液鐙消火、

器及浦火用ホースがあり船鎗には蒸

汽消火管を導設し，煙蒐集器を配涯

して失火を容易に發見田來る煙笹式

火災發見装腫を完髄してゐる．荷役

設俄は貨物戟逢の要諦に漉えるため

十分な賊貨設備を有し前鎗は4聖の

3tウキンチ．後維は2塗の3t'

ィンチがあり急速荷役をすることが

出來る．無線電信設備も完備してゐ

る他，北方航路の特殊性に鑑み簸新

式の磁歪式智響測深機を装備し航行

中水深を時冬刻舞測定して航路保安

に蔑全を期してゐる．主機は22號

10型単働4衝程10螺篭無氣噴油デ

ィーゼル機關一基で醤海軍艦艇用と

して設計製遜せられたものである．

定絡軸馬力1250,回榔敷345とし

て使用して鱒り出力に十分なる餘裕
を残し冬期北方航海に萬全を期して

ゐる．椛擬器ば40kw直流蕊電機3

蕊を電源とし小型客船には過分な各

一一一22－－。

種補機器を認動してゐる・

白雪丸北海遊と裏日本の連絡貨
客船として北方航路多年の瀞鯰によ

り苦心設計されたもの．本船の鼓大

特徴はセミアフト･エンヂン型で此

種蛍客船の今後の傾向を示唆するも

のとして注目に値する‐即ち貨物船

としては優に4000トン級の設愉と
e

なし得たし，客船としても長大な船

尾穫を利用する結果新船員法に依る

多数の船員を収容し得る'は勿論充分

の客設備を用恋し得た・タービン細

で不愉快な振動はなく，トリムも蛾

大約.40趣で不愉快な感じはない．

長船尾模甲板上の二等，上甲板上の

三等客室共戦前以上の殺備を誇って

ゐる.荷役設備は前方二つの論口と

後方長船尾模甲板上に一つの龍口を

宿し各臆口に2盗宛の4tウインチ

2本宛のヂリツク．を設澄して急速に

蒜役し得る．端艇甲板上4錠･救命

艇は全乗員を完全に收容出來亀．通

風は自然通風式であるが各所に配匿

された天窓と相俟って新鮮な空氣を

十分供給してゐる．竪型蒸汽機關式

操舵装置，蒸汽式漁火装湿も完備し

てゐる．其他無線設怖航路保安儀も
北方航路には峡〈べからざるもので

ある．主機は震準20型2段減速三

菱衝動反動式蒸汽ターピソー基，定

絡出力1600軸馬力，主汽鐡は過熱
器付乾燃室圃嬢2號型2基を設腫し

てゐる．補機器は凡て汽動式で動作

の確寅を期する隙留意してゐる・醜

匠も理想的で特に作薬能率の増進と

取扱の容易さに璽黙を瞳いてゐる・

北方冬期における乘客貨物の防寒譜

設備に對鹿すべ〈補秘器の容量を決

定し此諏同型船設術に比し驚異的豪
華さを誇ってゐる．

－大阪商船の誇る

新篭絡

藤丸。若草丸。白雪丸

藤丸壹岐對馬の離島の文化開

發を使命として配船され，名にし負

・ふ玄海の荒海を日夜航海するに充分

なる設計総造を具備した替心の建造

・船である．外観は近代的美しさを誇

り長く船尾までのびた端傑甲板を中

心に客室設備が完備して居り，上甲

板後郡の三等客室の見購しのよい椅

子席は本船煽特のものである．各船

室共船内放逵を聞くことが出来，機

・動遜風も完術して漠夏の族も楽しめ

る．第二甲板の臨時客室は荒天時の

用意として特に苦心設計草･れたもの

である．倫本航路は毎日寄港地を異

にするため乗客の便をはかり航海鍋
稿には電鎮照明された行先案内板の

他，電耀照明設縮は十分配慮工夫さ
れてゐる．3鑿の救命擁1隻の傳馬
船の他救命設伽は完備し，脳急に術

へる非常ベル非徹鮫が船全侭にゆき
亙ってゐるL・本船には小型船には珍
しい鳥居型マストが前後にあり2斑
の21.ン電動揚食機と共に定期謹諮

船の使命を夫ふことなく急速荷役を

期してゐる．戦後の諸悪條件にも拘
らず材料は段ち殿懇したものを用ひ

．て戦前の水準と何ら塗る所がない．
主機は23餓甲型無頻唆射単働四衝

･程ｨー ぜﾙ淡關〔三菱縦演製〕廼
定裕8500軸馬力，回稗数330，燃
料消裁通175瓦(1時間1馬力営”
である．補腰器の容量は基本設計に
衝り十分礁裕を持たせ，全部直流電
‘源により蕊動せられ，昔日の大型航
洋鋸に比肩すべき各種補機器を設備
して航海の安全と侠適を期してゐ
る．

若草丸職後画内の貨客赫逢力埼

｡
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船

１
１

の
一

保
之は船舶運替會の扱ってゐる船，所詔國家使用

船のみの付鍛である．現在百總噸以上の日本商船

（木船を除く）は原則とじて國家使用の_l二船舶蓮

誉會に貸下げられ同會が一元的に迩抗してをb,

現在約.700隻1,335,000總噸であるから上記普

通海難件数は割合から云って相當なものである．

険

’
・山田旋三

束洋各港は云うに及ばず，欧米阿濠への定期

線世界各港間の主要荷動のルーi､に應する不定期

線に日の丸の旗を見せぬことのなかつﾅﾆ日本海蓮

も，今度の戦争では徹底的打撃を受けて世界海運

界の三役も昔の夢，桧舞臺の名窪とてはそのかみ

沙市航路の客船として日枝丸・平安丸とのトリオ

で聞えた氷川丸（11,621總噸),紐育行きの生糸を

積んで米大陸識断の鐵這と早着を季つﾅﾆ日本の誇
り，優秀貨物船の一つであった有馬山丸（8696總

噸）の二隻位であとは大部分船の壽命から見て老
衰期に入つﾅﾆ在來船，粗悪で名うての戦時標準船

及び戦後インフレ下に産みの悩みを超えて建造さ

れ↑こ僅かの貨物船(F型,D型）と沿岸用客船に

過ぎない．誠に稔桑の感とでも云うべくお寒い限

ウであるが，最近連合國側の好意ある見解に再建
への,スタートに曙光を見ﾆ日本海運としては，此

の焼け塗b的船隙を晴の衣裳の揃う日までのつな

ぎとして大切にしなければならないことは云うま

でもあるまい。

然らばかかる海の脅威に對する方策如何､海上

氣象襯測の弧化と豫報の周知，燈臺等の施設の完

備，船舶修繕，補給の弧化，海難救助施設の充変

船員技術の向上;船舶の海難豫防設備の工夫等は

ころばぬ先の杖として大切であることは勿論であ

るが，さてころんでしまつγご跡始末としては豫め

保険をつけておいて損を埋める外はない．船舶海
上保瞼契約が是である．此の契約を結んでおけば

どんな場合に保険金が入るか,最も勢､第五種契
約について見れば次のとおbである．

(一)全損 全損には絶對全損と推定全損があ

る・前者は物理的全損とでも云うべく，船が深海
に沈没し↑ことか破壊されてしまつ↑ことか坐礁I_.て
技術的に救助不能になった場合などを云う。推定
全損と云うのは經濟的全損とでも云うべく，救助
修繕は出來るが保|猿個額（註）以上かけなければ
復醤出來ない場合とか，或は船が一定期間行方不
明になった場合に’被保臓者が船を保険會牡に譲
り渡す’所謂委付をした場合を云う．全損の場合
は保険金額（註）の全額が填袖される．

｡

戦争を止めてもらって爆弾。魚雷の心配もなくは保険金額（註）の全額が填捕される．

なり，闇夜無燈の航行も不要となつ↑こし燧憂も復（註）保瞼をつける時本船の債格を相互に臨定
醤したし，戦時中役下されﾅこ機雷も掃海の進むにしﾅﾆ金額が保険便額である．保瞼慨額一杯
つれて最近では鯛雷も稀になった．しかし海ばやに保険をつける，即ち保険金額を保瞼債額
はb稜子_枚下は地獄である．試みに維戦後の普と同一にした場合は損害の全部が填捕され
通海難のf蝋を調べて見よう。るが保険金額を保険便額以下にし↑こ場合帥

－－24－
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一 船舶保険一

外桟橋。岸壁4防波堤j浮標。沈船。浮流

物等）なら接鯛と云うの鉤噌邇である．水

底の障碍物を擦過Uﾅﾆｳ（鯛底),漁網。ロ

ープ類が推推器にまきついた場合も接鯛の

中に数えられる但し水雷，機雷叉は冬期の

氷との接鯛は除外されるも

船が分損をうける原因の主なものは此の四種

卿ごが外にもたとえは荒天による損傷,樹謝の
破損，故障，錨，錨鎖の海漫，揚貨機の折損，

ロープの切断なぞあるが是等は第五種契約では

填補されなL､．

一プ

ち一部保険の場合には填補金は常に保険金

額の保瞼慨額に對する割合でしか支沸ばれ
ない．

（二)救助斐船が危瞼に遥遥した時之を救助す

る喪用のことで，船長叉は船主が第三者と救助契
約を結んで救助させた場合，所謂契約救助の場合

でも叉第三者が自發的に救助をしてくれﾅﾆ場合，

所謂任意救助の場合でも第三瀞に支沸つ↑ﾆ費用は

救助喪とじて保険金額の範園内で填補される．同
一船主の他の船に救助され↑こ場合でも第三者であ

つ↑ﾆら擁つたであらう救助喪ぱ填補される（姉妹

船約款)．

（註）契約救助の場合には所謂nocurenopay

の方式によることが普通であり叉便利であ

る．即ち救助が成功した場合のみ救助喪を

・支沸い不成功の場合には救助業者が救助菱

の請求楢なく只船骸を取得する契約であ
る．

（三)共同海損船と穣荷及び或は向挑運賃（積

、

(五)衝突賠償責任他船と衝突して自船の蒙つ

た損害は（四）によb填補されるが，衝突の結果

相手船叉はその積荷に與え↑こ損害に對し被保瞼者

が賠償せねばならなかった場合にば其賠償金は填

補される．自船の分損，救助費等で保険金額全額

まで填補された場合でも賠償金は別に保険金額ま

で填補される．最近は賠償金の全額が填補される

の力噌通であるが契約によっては四分の三のみ填

補されるのがある之を四分の三衝突酷償約款と云

う關係上全額填補の契約を特に四分の四衝突賠償

約款と云う．同一船主の他の船と衝突し↑二場合に

も若し相手船が第三者の船なら支桃はねばならな

かつﾅﾆであらう金額は填補される（姉妹船約款)．

船以外のもの〔桟橋,埠頭,浮標等）に與えた損
害に對し賠償金を支挑っても填補さil,ない．

1 １
１

荷が揚地に到着してから受取る蓮賃）が共通の危

険におそわれ↑こ場合その危険から救い出す目的で

故意に且つ合理的に糊ﾘの犠牲を供し叉は巽用を

投じﾅﾆ場合その犠牲叉は費用は受益者が分婚する

こととなる．共同海損と云う．危険に瀕し↑こ船が

船足を輕〈するため錨,稲を切捨てﾅﾆｳ，積荷を
投捨てﾅﾆｳ（投荷）火事の場合船艘に孔をあけﾆ
l),注水して焼けてない荷物を濡らしﾅﾆｳした場

合の損害坐礁機關故障等の場合曳船を備ったウし

ﾆ喪用が最も多い例である．此の共同海損に對し

船が分捲した金額は保険金額の範園内で填補され

る..！

（四）次の原因に因って船の蒙った損傷(分損）

－

リ，《ｺﾕ刈､L′L崖Vノムグふじ、1即引型延imjつLノI－ソ、″J－~認J

合の損害坐礁機關故障等の場合曳船を備ったウし以上が第五麺契約で坂補される場合であるが保

ﾆ喪用が最も多い例である．此の共同海損に對し瞼會祗が支沸う保瞼金は一回の事故毎に保険金額

船が分捲した金額は保険金額の範園内で填補されを限度とするものである。他方被保険者が保瞼會、

る．’祗に納める保険料も保険金額によウ極るものであ
（四）次の原因に因って船の蒙つた損傷(分損）る.勿論保険會祗としては各船によって保嘘慨額
を修繕しﾅﾆ場合には保険金額の範園内で旗補されに一定の基準を設けておいて蕊準以下の保瞼憤額
る． にすれば保瞼料率が高くなl),以上とならば料奉

〔イ）沈没が安くなる棚こしてあるがとにかく保険金額を多
〔ロ）坐礁，膠沙（坐洲）船が障碍物の上に乗〈する↑こめには保険料も多く支挑はねばならな
上げ相當時間停止させられﾅﾆ場合で障碍物い、昨今のように新造船の建造船慣が物凄く上b
が岩等なら坐礁,泥沙なら膠沙或は坐洲と（註一).叉救助喪や修繕我が恐し〈高くなつｱﾆ
尋う． （註二）鮎よbすれば船主としてはいくら高く保
（ハ）火災，汽瀧等の爆發は火災と見ない．隙金額を引上げても上げすぎにはならない．
（＝）衝突。接鯛，相手方力撚なら術突，船以．（註一）主な船型について戦前，戦時中，戦後

～
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一船の科學一

計上されてゐる保険料で契約し得る保嶮金額（總
噸営り）を示すと次のとおりである．

i大型身誉．I中型･錨＄’1，型

]0年
GOOO型l3708l2000製i4”180“|~蛇0m在室謡

蕊繍&A‘鉛0剛7”120(2”!”,#2E(88"'860＃
2A(6880屯)8430R

識零熱Mv220§j2300il3"8畑 馴
翻簗2次〃。”！。M別”剛〃

2pu220｡l3874R涜宅･飴リ11”00も箇鵬00月

蟹霧雛|：
■■■~

p仰"劃卿0咽ド“0も)紬000月
2E(8802){3β認円

－

一■nー一一一一．■一一一

誘次嘩碇)I蕊2次の2罐f江上透認嬉堂刷しる
品

此の金額は最近大巾に引上げられた結果のもの
であるが尚且つ昨今の新造船便に比し遥に低い．
第二次綾行船以後の戦後建造船については建造蜜
費（前掲註一参照）を保瞼金額として付保するに
必要な保険料が使用料に計上されてゐるがやンプ

レ充進の現在では昨日の船便は今日の船便でな
い．保険をつける目的は損害が起きた場合全額を
填補され，不幸にして全損となつﾅﾆ場合には其の
船に對し建鎧以來積立てﾅﾆ償却金と保嶮金で元と
同じ船を再建しようとするにあるのだから建遇譜
慣’修復喪が下るか，それが駄目なら運賃，使用
料が充分な保険料を賄へるだけ上ll,船主として
保険によって完全に船の係全が出來る，芸はぱ正
滞伏態に立戻る日の一日も早いことが切望せられ
る次第である．（船舶運管會）

h 、の新麹浩涜（総噸営b)を比べて見ると上

一のとおりである．

（註二）戦時中75萬圓で出來た2E型の一隻

が最近八戸附近で坐礁しﾅﾆ鹿之が救助と修

繕には一千萬圓以上を要する見込

しかし他方に保険料は自螢の場合なら運賃か

ら，今日のように國家使用中は運管會を通じ支梯

はれる使用料から賄はれるものであり，運賃。使

用料が新麹浩憤。修復愛の騰勢と同一歩調で上れ

ばとにかく，現在では運賃，使用料共物慨鵠系或

ば國家財政の面かぢかなb抑c~られてゐるだめそ

れから捻出しなければならぬ保険料も船主として

は滿足の行くだけ支辨出來ない、戦前及び戦時中

に造られた船の數例についてゴ使用料の中に現在

÷

ー

深さ（型）
用語解説

深(Depth

船の諸寸法（一)･molded,

長商船では垂線間長(LengthbetweenPer-DMID)と

pendiculars,Lpp)を使ふことが多い．硫載吃水は龍骨上面pendiculars,j_'pp)を便ふことか多い．（棚轆肌乙小は龍骨上I釘告等恥一
忽．

線(Loadwaterline)上前部垂線(F｡P.)後部垂から上甲板梁上面と肋骨外面との交黙蛍での垂直
線(A・P.）間の水平長である．抵抗を論ずるとき距離をいふ・船型によっては上甲板以外の甲板ま
吃水線長(LWL)を船の使用上全長(LOA)を使での深さを言ふこともある．

ふことがある.(岡参照)A｡P・は船尾材後面をと吃水(Draught)水面から船の最下面までの
鉛直距離,F.P・の吃水を前部吃水(df)A.P・の

吃水雷後部吃水(da)その平均値d"-/(dIf
da)を平姥吃.<といふ,drとdらの差をト.りふ

(Trim)といひdfが大なら贈トリム,d脇が大
なら梶1､リム，雨者等しければ等吃水(Even

るが船の形

により舵軸

中心とする

こともあ

る．

」

g-A,児

幅（型)(Breadthmolded,BMLD)は船の最keel)といふ。別に龍骨上面から水面までの距離
庇の横断面(中央拭撒面)で肋骨外面間の最大水平を型吃水といふ・吃水は法律で定められた減載吃
距離である,肋骨に段付があるとその谷まで測る．水線よウ深くすることは出來ない。
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パ ィピング雑録

緒明亮乍

1．液繼管中の空氣

某艦の海水タンクに附圖’一’の如き注水管系
が装備してあつﾆ．庫量を正確に計測する必要が
あるので，岡示の如く旋車式水量計と硝子管式水
面計とを併せ備へてゐﾅﾆが，工事完成後注水試験
を施行すると，旋車式水量計と水面計の目盛が合
致しない．水堂計では3tも入ってゐる筈なのに，
タンクの水位は1tも上らない．極燕調査して見
て，結局辨筐上部に溜る室氣の悪戯と判った・
久シクの位置は鮎艘中央附近にあるので’高速
を出して水面が低くなつﾅﾆ際も注水口が十分深さ
がある獄に低く取付けてあb,辨筐は取扱の便宜
上甲板上に在り，タンク内の管ば排水管兼用の爲
底部迄導いてあるので’管系は全艘として山なb
となり，注水の際峠の部分は辛うじて水が通りさ
へすれば，其の上部の室氣は絶對に抜けない・
從って，管に満水して流れてゐる水の速度を假

晨善鰯灘寧:誉欝霞篭皇忘
水速は，Oxvで水量計の旋車の尖端を叩き，從
って水量計の目盛は責際の通水量よbも遥かに多
く出る．（目盛は’0×vの滿管速度で流れるとし
て刻んであるからである．)且'絞られる部分で抵
抗が大なので，注水時間が極めて大となる．
辨筐頂部のカバーに空氣抜のプラグを一個設け

条筐

1－

附圖1

－－－

h

一エ作寺．

ただけで萬事解決じて，水量計の目盛はピ･ツタリ

合ふし，自然注水秒時も快く減つﾅﾆ..船内で職前
後左右の傾斜は莞れ難いし，最初に流水した管で

.も水中に溶解したりﾛ即筒で吸込〃ごbl_"泥室氣が
時日の經過と共に必ず高所に溜るから，水平に導
設された管に就ては，十分注意せゐぱならぬ．
窒室氣抜管等のウォーターシール（附固1－2）

を共に，配管工事上戒心すべき事項である．

．小艦で閲の便器洲條水を手跡即筒で汲むものが

あっﾆ．ちよぴちよびながしだのでは洗漉が不十

分なため，一度重力タンクに押上げてテイフオン
で流す式に改造した時，老練な銅工の組長が，･サ

イフォンの「こつ」は其の峠の部分で管を横に平

に潰すことであると教へて呉れた．（附圖1-3）

表面張力の爲，水力が滿管の状態で此の部分を

越し，室氣を全部押出し，且此虚で通過面積を狭

めて流速を大とし，座力を低下せしめて室氣を吸

ひ流すことを狂ったものである．

某艦の應急排水装置で注水辨を油塵で開閉する

機構があつ↑二・管制所で辨を操作すると，ベロー

ズの内部で起されﾅﾆ油唾が,mmの位の銅管を邇

って，注水辨を遠隔操縦する方式である．

油の補給タンクは艦橋にあb,管制辨の空氣抜

から十分室氣を抜いたが，作動が旨く行かない：

管制辨を一杯操作しても注水辨が÷位しか開
かない．到頭管制辨の接手を外して，ジヤージヤ

ー油を数分間流し放しにしたらやつ_と室氣が抜け

渡.Bernoulliの式÷+竜v2+Z=c…,二
於て,Vを大にすればpは小となる．辨の空氣抜

1－3

の小さな孔から少し宛流す時よb,管

を外してvを大にした方が，管内諸所

に溜った室氣の厘力が低下して鵠穣が

増し，流れに引掛るやうになって誘ひ

出された爲である．

尚此の時補給タンクに入れた油は-卜

分鎖靜さ磯注入の際混入し↑二氣泡を
脱出せしめればならぬ．油唾卿筒の補

給糟等の場合にも，戻管は其の出口を

油面下に没入せしめ，且吸入管と十分
離隔した位置に，隔板を隔てての設け
るがよい。

‘可

’

’
1

’
1
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ひ着いて殆んど隙が無い位になってゐた．
成程こんな事もあるものだと謂うのでそれから
暫くの間は新艦織装の時に主排水辨の周りに針金
製の1m角位の櫓を被ぷせだが,場所が窮屈で取
付が面倒なので何時かま↑二醤に戻ってしまつﾅﾆ．

漉器は必ずaccessibleに保たねばならぬ．萬
止むを得ねば吸入管の途中に補軍に取外し得る接
手でも設けて，此虚から取外し引上げて手入の出
来るやうにしておかねばならぬ．

3．噴出速度
工場門の動力用唾搾筌索管系に就て計算してみ
る.・

Eulerの方織等十等十dZ-O
に澱て

Zの愛化を無覗すれば〃

篭-¥i¥
pg

附岡34-’に於て蓄唾槽から難管内に移る時の
唾力低下を當って見る．

簡軍の爲等温鍵化として-¥-const.且蓄座槽
内のv,=Oとして

篭=鶚｡g骨
即ち座縮不能と見倣される液攪の場合と異b,
噴l過速度はp,と尋禽の比に關係し，其の差に
は直接の開聯をもﾅこない．，

W=ﾛ即筒の毎秒吐出量(100''×2蕊として）

‐-翌竺逐辮墜迦
、

－鑑の科畢一

2吸入画の形状

一某鑑の補重タンク排水用セントルポンプを力量

大なるものと取換へﾅﾆが，どうも窪水が多くなっ

たと譜ふ．クンク内に譜;込んで，即筒をかけてみ
ると，未だ水面が相営高いうちに附岡･2－1の如

く渦を生じて室氣を吸込む爲と判った．

一旦一+-j､2+Z=c｡nstに於て，．
w'29

壷職亀>Z'となれば,(A)の部分の座力は大
氣墜以下となる.II即筒が排水能力30c,吸入管の

径が50mmやとすれば

～130,00o
.Z'=Z×9.8×元/4×(0.05)2×60×師=0.22<m)
より少となれば此の可能性がある．之を防ぐには

附圖2－2の如く水溜を設けてZLを犬とする

か

2－3の如く吸入口面穣を大としてvを減

少せしめるか

2－4の如くfreevortexを生じ難いや

‐うに且吸入面積を増加するや.うに邪

魔仮を設ければよい

一吸入口にRを附すことは，吸入抵抗を減少する
のみなら-す弓，如上の目的にも有効である．シリン

ヂ等で溜水を掴隙する時にも，水が少〈なったな
らば，獅子をゆったり引いて吸入速度を減さねば
ならない．（2-5岡).、

菓鑛の居住厘が事故で浸水しﾅﾆ．それ一大事と
匿劃應急排水装置を働かせたが，十數睡の浸水量
を300…の吸入管で450tセン1､ルポンプで引く
のに少しも水が減らな･い、結局手動卿筒でかひ出
して原因を調べてみると衣料箱から流し出しﾆ手
拭やら靴下やらが吸入口漉器の周園にぎつしウ吸

１
１

～

〆

ト

１
１
１

１
１
１

pl=蓄座槽内の座力（ケージ座力
7kg/bm2として)=6kgんInZ
W1==蓄唾槽内の密座

＝通志騨避弘璽，
A2=導管の切断面積(4I1寸トシテ）
=80cm3

p2"W2…”夫登導管内の座力及密度

烏=%,W=A｡V｡w｡,

-4=xJ:'),-室溌両-=1o9xpg
附圖2

〆
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申の

－工作一

。=(鋲孔,鋲より帝吋大であ愚として）
4.45cmg=0.0445dmg

p==海水比重=1.025Eg/dmS，
c=venacontracta係敷0．7say。．

～

V=ﾍ/竃1丁＝ﾍ/2×9面×元=117dmより

W=3.7腫誰｡。即ち5秒で石油朧一杯位の

割合である．

此の孔を板や靴の裏等で塞がうとしﾅﾆ時に，水

流が之に常って及ぼす力は
、

."Fdt=Mv

毎秒の運動量の愛化を取って

F"_gg_=3:g.7割.鯉

xを展開しx4以上を無硯して得られる二次

方程式を解けばx=1となる．
即ち速度水頭の爲の座力低下は大した多量では

ない．ホース接績口に設ける筌氣溜(俗1纐たこ｣）
は速度水頭を減少させる目的ではなく‘て，間歌的
に使用言れる各工具間への分配をzF均化する爲で
ある.

工具への供給を儲ち，途中の孔から大氣中に噴
氣させるとして，孔の面積を小とすれば噴出速度
vは幾何程にも犬となるかと謂ふとさうは行かな
い．昔の徳播速度で1止ウである．音速は即ち座力
の速度であるから"I質口に於ける座力が大気唾に
,日一弐つ父置にほvは言速より大となり得ない．安

グ

の速度であるから"I質口に
保たれる爲にばvは言速よ

－－－－－画ﾛ■＝

dt

押へ込んでしまへぱ，

0.7に恩/cm別×1.025×4.45cm2=3.2kg

で足りる．

『｢ポツトム」で鋲が飛んだら足

で踏むと足の喪に穴が明く』と謂

ふ話を聞いたことがあるが随分大

袈裟な表現である．

尤も孔の識彩押へないで，附圖

3－2の如く掌で包むやうに押へ

〆

全
る
項

．
、
寺
〆
切
サ

１
１

蓄
圧
器 R

C)』
日 1ﾉｾ

画
Ｂ
Ｔ

W
一
工
具轡 へ

3－1耳･
3－2の如く掌で包むやうに押へ

一一帝←α3－2ナニとすれば，水墜ぱAの面積にか附圖3

，鱗撫懲騨鵠鞠1際・､，’假にA=70cm2として‘F=0.7×1.025×'70=50kg

の浸水量は、となって，到底押へ切れない．
W=Pcaylzg/bdc （日本鋼管清水造船所）

（31頁よ”大いに自信がある
と考へられるが’たとへさうであっ
ても,定期轍船人堂船舶をえ持って行
く場合は，傭船料の問題が砿要とな
って來て之が受入態勢を左右する．
怖船料を抑へると修維料の補助問題
と,､船員問題が詔こって來る・
ここて利潤の灘iを考へての駈引が強
く起ると解決がつかなくなるから，
此虞は船主側の自重と，多少の機牲
は録懐奄ねばならぬ．この忍耐と羅

梧は，各雛主共に平辱に受取り，瓦

に協力することが必要である．梨政

府としても岡來得る限り大燕勺な立

場から鹿瞳し：日本海運の發展に親

心を示すべきものと考ぺられる．

其後本問題に就て定期用船協繊倉

に於て各分科倉で夫々具慨的成案を

得たが，船主側の要望した峨晦海運

管理令の潅止は現況より徽分資現出．

来ず且つ成案の内容についてもGH

Q指令の線と多少懸隔があったため

更に槙愈審議が鎖けられて屑リ，懲

初の-I-－月より鋤切祷は延期されて

現在”では一鵬十二月一日を目標
に進められてゐる・然し問題の焦鮎

の重要性に鑑み諸問題に就て意見の

まとまるのは相街期間を要し，或は

明年四月より資施となるかも知れぬ

と老へる向きもあるが，綴主側とし

ては極力早期鷲魏を期して各方面と

接渉し努力憩譲けてゐる．

樹海蓮の民管移行の問題は，日本

海逆の総來を決める或要な問題であ

!)，次號には之に閲し各部門に就v、

て間魁の焦雛の解混を掲載する磯定

である．

、

× ××
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１一瘤の科學一

＝

理芥蕊艘，絆，交通組’難役船，浮

クレーン及浮綴渠等の特殊任務のた

めに設計されそのためのみに従事す

る紹舶は各私人殿宝が之を通航す

る．之等船主は船顛の傭瀦，特徴，

所有感及運航吠態に愛更があれば

之につv､て迩溌大臣に報告せねばな

らぬ．

（三）漁業及捕鯨にのみ使用され

る1()o"wン以上の船舶は凡て艇称

省水産塵の直接の監督下に各私人所

有者が之を通航する事が出來る．水

産局長は怖紹所有雛叉は通航状態に

愛更があれば浬慧大臣に報告せねば
ならぬ．

．（四〕上記〔一〕～(三)各號以外の
100總トン以上の鋼船は凡てSCA

JAP長官の指示の下にC.M.M｡

C.がタイム・チャーター制で之を
､ 〆

用ひる．

（五）上記〈一〕～〔四)各溌に掲げ
た船舶はC.M.M.C、を通じてSC

AJAP長官の管理上の統制を受け
る．

〈六〕趣輪大臣は要求を受けた報

告を蒐集編集提出するものとする．
さて，．この指令は劉期的な日本商

船迩管形態の愛更であり，六年振り

に緩主に，船を動かし，修理につい

ての変言權が回復され，民間賠舳の

乗組員配乘，補給維持，修理等が再

び船主の責任に師することを明確に

したもので民誉移行への一歩前進と

して俄かに活況を呈しつつもその對

策は愼重lこ扱はれねばならない．海

・迦總局は蓮管會，船主協會，海員組

合等の代表を招きタイムチャーター

～制による回滿な蓮管をはかった緒

果，直ちに協議倉を設けその下に法

令，業務，傭船料，人事の四分科を

設けて早急に成案を得ることになっ

た．

具艘的にす．るかは日本政府の工夫に
委ねられてゐるが綾局民間躯含賦が
之蓮受け入れ得る様な形のものでな
ければ寅現困難であるから，船主側
の考へが宿力に影春することは懲然
である．船脅証としては既にどの問
題については民管迩元移行案として
一部發表して居たが愈愈獄現となっ
て船愈祗としてもそれらの案を更に
再吟味して唆際に役立つものに修正
しなければなら函．而して政府と總
主側との間に礎行可能の具磁案が厩
究され完了する霞で若干の期間が要
るだらうし街その蕊行態勢の整備も
若為すすめなければな.らない．

’
’

’
j,

1
1|

1

海運民管移行

をめぐる問題

總司令部は日本降伏三周年記念日

の9月2日日本政府に封し憂齋を送

り日本商艦隊を一層活用するために

政府のとるべき手鎮の改正を指令し

た．この改正措澄の目的は

1．織甑連紋の曇も能率的な方法

の確立

2．最大限の利益を画家經濟に輿

一号～ること．、

3．海運業界の技能能力を一屑活

用すること．

4．爽商錨隊の織送能力を増大さ

せること．

5．日本政府運替から生ずる妖損

の削減．

であることが明記されてゐる．次に

改正の要旨を記す．

（『一）日本政府所有で家に掲げる

特殊任務に従事するために設計さか

従率してゐる凡ての船舶の通航を管

理〔即ち即乗，補給及船舶の管理）

する．

漁業監混漁業調恋,漁業訓諌，

電溌敷設,鎮象凝測2汚物虚理，

曳船救難,淡深砕氷,替祭監頑，

愉之等の鋸舶を披瀝するに勝って

はCOMNAVFEの事前許可が要

り，叉迩総大臣は之等総舶の傭船，

特級，所有盤，及浬航状態の鍵更が

あれば報告する麦任がある．

〈二）救難曳艦，俊喋船，汚物虚

ここで海蓮總局は定期怖総協議含
及専門委任倉を設けダィ必チャータ
’－制に粋へるための措侭を圃滑に旦．。
遅滞な.〈寅施することに躍った．専
門分科食は次の五つに分けられてゐ
る．・

繍務〔一).麓”鱸魂駕②」
する事項．~ I

｜〔二）本措置庶施に必要な法

制上及遜節上の措殴．

．（三）本措凝演施後に於ける
M

船舶蓮普曾の機嚥．

（四）上記に伸ふ迩醤會特に
｜職員の配置軸換（退職金

等も含む）

（五〕本措極蛮施に伴い必要
となる船主の受入繼制．

（六）他の分科曾に閥しない

事薮及全般の総務弧盤．

鵬船傭船契約及び傭船料に閲する
鞭頚．

船員（一〕狸管命所踊紹員の配乗
管理の船主への移管に關・
する事項.、

つ（二〕船主へ移管された船員
の退職金．

修繕（一）修繕頚務の船主への移
符に開する事薮．

Ｉ
Ｉ

一

心
四
。
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GHQの命令に封して之を如何に
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移されるが，運航がそのまま狸管會

の手に残されるのであるから赤字經

管になること煙明白である．そこぜ

用船料が聯圓となるが,之が滿足な
緒果に窪しない時は，建造饗，修籍

料の黙に問題の鍵がかかって来る．、

何れにしても，赤字繧管であるから

政府が何ら､かの形で之を補はねばた

らない。然し今回の措匿の目的に見

る雛に，経済的節約の黙であまり多

く政府補償ぱ期待出來ないから，今
回の定期怖船制はあまりにも明白な

船主への損失鱒嫁どなり同時に運航
業務に溺れないのであるから能率向
上にも役立たぬこととなる．然し蓮

瞥會を解鐙しては湿力な統制は出來
ない．そこで迩鉱能率向上と鯉濟節
約のために，民間業者の經醤を取入
れ’輪錘統制のたあに蓮賛會樫構を
用ふる・との方法を如何なる形極す
べきかが民醤還元の欝面の問題とな

って來るわけである．こ＠目的に充
分沿うべく新たなるエ夫を以て自.管
雛打開を計らなければならな嘘
定期傭総への移行に對する技術的
･な研究は各錨主毎に進められてゐる

が，その総合的な空氣は,船臘全部
達一事に定期備船態勢に切換へるこ
とが宍営であると考へてゐる雛であ
る．この理由として毒へられること
は，定期傭珊蓮階段的に小刻みにし
てv､つては船主側はともかく，船員
の受入れ問題が何時までも残って面
倒になり’更に傭船料問題が伴って

複雑化すると云ふ考に基いてゐる様／
看ある・技術的に見て共の営否はと
もかく，問題達一撃に片附ける方が
問題を後に残さなくて良し､わけであ
る．然し船主側に其を災行する演力
と用意があるかと云ふ問題である．

鋤主側が段階的移行によらず一撃に

切換へ雛と考へている鮎から見て

も，其の鍵瞥的な見透しは確かなも

のと見られるし，．（29頁につづく）

（二〕通管會の負婚すべき不所で海運民瞥還元の序曲に奮って

稼動船修繕設用の滞凍．海浬に開する各方面の人々 にその感
賓材〔一〕蚕材頚誘の船主への移想をきし､て見ると次の様である

管に開する事頚．蓮誉會側の感想

（二〕趣瞥會所有養材の船主タイ.z4チャーター制寅施による蓮

への移管．替會今後のあり方を如何にするか船

主船員側の受入方について愼麓研究

クイムチヤータの方法．して充分協議し，急速且回滿な切換

指令では明確でないがタイムチヤにより遜航の完壁を期してゐる．－

－グー制が即時全船舶に封して行は．船主慣”意見

れるべきか，或は識段階を設けて瀬GHQの理解ある措湿に船主長年

進的に移行すべきが適切であるかにの希望の一端が達成されたわけであ
ついて研究議論の像地がある．若しる．チャーター制寅施は民管還元

全面的にタイムチヤーダー制を疫施の前提となるものである.紹員琵材，
するならば，相欝の準倫期間を必要・修繕の面で通航能率を目逃し，業者
とするであらう．そして今回指令のの經管技能を活かして稔送能力を櫓
目的に沿うためには二段階制による大させると同時に，國致の節減等に
切換方式を採用し寵ずり型珊を含め役立った必,船主の麦任は童大であ
ての20001､ン以下を定期傭船となる．悔之は第一段階で，船主の諦望．
し，次いて20001．ン以上I載津のする完全自管には遙かに遠く，能率．
が殻も穰當な方法で参るとされ，時的經管による海蓮再建は今後の問題
期は諦般の淑構から’’月より寅施で，船員，修理だけの還元で業者に
されるも･のと見られてゐる・所が共負はされる負掘は，採算上からも大
橡協識含で迩鶴側より船型の大小なる苦難の滋であるこの藤海運業
による段階制をとらないで全部切換者は個'々の不利不便はしのんで，日
が安岱であり，期日は’’月’日に本海運再建と云ふ大乗的見地より總
したv､旨提案があり，船主海員組合力遂総合して行かねばならぬ．
側も異論のなv､棋様で米倒貸典船蓮全海連の蕊明書の趣旨
除き，師蓮輸送も船主に振鴬ててや一’海運復興の爲に配船の民主
る蝋になる空鯛が濃厚である．又海的擶理と’迦航の能率麓季の2要件
誕総局は船員間懸1こついて,次の三'が必要なる旨湿鯛してゐたが,今度のGHQの指令は原則的に稔方の意
っの試案を指示してゐる・
（一）乗船鍍員はたの船の船主に見と一致してゐること．
所脇せしめて新しく‘雇怖關係を結び二，この側滑な移行の爲には，全
懲伽貝は船主成布1､ｿ獣iこ噸じて郡海運闘係者の充分な協力が必喪であり，若し之に便乗して一部階敷の利

分する．

（二）船主に屈棚脇係のあった者益に偲する様な經蟹は絶剥に継ぐべ
は船主に返謹し，船主に所風してゐきこと・
たv､狸督會で採用した船員はトン敷三，この爲海蓮関係努働囲撒が棚

提携して海迩民主化の平和杓發展に
に旗とて配分する．

（三〕運“船員は船主協會に移努力すぺきこと・
笹し，乗船中はその擁主と雇傭棚係民管還元化飽一歩の要件・
を紡び下船すれば船主協曾に浸るとさて今日の措侭で，新造，修理，J

いふ､熟術員フ．－ル制の採用・ 維持，船員の剛莱が民間業者の手に
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ノルウエーの造船計画

ノルウェー商船隊は戦前は高度に
タ・

近代化されてゐたが，戦争による影

響,戦時中及職後緊急目的の爲取得
した船や老賎舩等平時用に役に立た、

ぬ船舶を一新するために，ノルウェ

ー船主は今後“5年間に約500隻，

330漉重斌噸の船舶の建造を自国始

め外園造船所に蕊註した．戦時中タ

ンカーの捜害が著しかったため，今

度の發註船舶の中約60％は．グンカ

･-gで2萬噸以上のもの22隻，約半

分はスエーデン（95蕊重量噸)他に‘

イギリス〔70蔑垂量噸),デンマーク

（20蔑錘噸）オランダ（7蕊重量

噸)，ペルギー（5萬重量噸〕となっ

てゐる．各型船舶の發註は別表の通

りである．

Q

『

ア’リカの新型艀
アメリカでは1946年1こ自己推遜

力をもつ新型艀がくンカル造船所で

建造された．簸初の25隻は基準型

であったが，その後改良を加へ孝改N
良型がカラーダのドミニオン・ブリッ

ヂ曾祇及ビ.〃I､リヤ・でシ．ナリー・

デポット會献に壷註され，現在でば

さらに改良へと努力が向けられてゐ

る．基準型と改良型の性能比較は下

表の通で，船笹及輪迭容載を輔加し

且つ速力も1節壇加してゐる．改良

型について見ると,船底躍曲部の奥

田部以外ほ全部熔接で,船首尾は普
通船舶と同型であるぷ中間部は雨舷

平行霊船底は放射砿の桁で田來，長

方形の箱歌をしてゐる．船全艘が7

箇の部分に分割され，船稜みに便利

雁出来てゐる，船首部は投揚錨の寵
節装瀝があり，瓶尾は機闘窒,操舵
室，船室及船尾用錨の操作設備もあ．
る・荷溌部分は船底，舷側，甲板，
”防水隔壁，ハツチカバー等が別冬に
分解出来る佳組になってゐる．ハッ

チの幅は20吹廻ある．舵は3枚に

謂加され外側のものは左右共舵板が

スペード型で甲板の下部に球軸受で

’
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Ｊ
日
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０
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口
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■
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ノ

h

１
１取付けられて居り，中央の舵繊に苧

ヤーで連結され，操舵室から認動操

舵装溌で同時に操作出來る・6人分

の乗組員設備も絆生活が桑しある様
に水洗便所，寵氣設備，炊事，暖房

装置も十分に施さ・
ひ

れてゐる．
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機關はデイモル

ー基であるが，之
で9節以上の惑力

で長大な圃艘を意

のままに走らせる

のだから普通の艀

と比ぺものに夢ら

ぬ壯大きが感ぜら

れる．
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一緒の科學一

含まれてゐたい，先年來燃炭絡から

燃油船への改装が盛I邑行はれたが簸

近は舶用炭供給にゆとりが出來たの

かこの趨勢が綬和された様であるが

今後の推移は豫断を許きなv､．因に

日本に於いては燃料入手難のため，

燃油船の建造は相営制約を受けてゐ

る状態である．

アメリカの大型タン

カー時代來る

アメリカは現在大型タンカー時代

を現出して居り，海軍所有の86隻

を除いても民間所有600隻が維持さ

れてゐる．之等合計930蕊重量噸の

中.11笈が船齢20年超過の老朽焔

である．現在各園共グンカーに封す
●

る要求永率時態勢としても漸増して

ゐる．即ち1951年に於ける南米及

中東の石油墹産豫定だけ見ても現在

の綴腹では400隻も不足であり老朽

船④代替を計算すると約520隻にも

及蕊・之に封し現在世界各國で建造
してゐるダンカーは180隻だから不

足は340隻となり’こげ不足を滿す
のに魂栴ダンカー数の比率割でする

とアメJ力は世界タンカー船腹の半

分を有してゐるから1951年までに
170隻建造せねばならぬことにな

る．然し之も迭油管？建造如何によ

り大v､.に減少ずる筈である．然し鍔

國共にタンカーを必要として居り，

現在アメリカの造船所で建造中のも
の及契約濟の聡のが30隻あり，世

界各園壱建造中のものはアメリカの

漂準型T－2型(16,500重愛噸，速

力14．5節，平均搭蛾石油趣1]0，0
00バレル〕に換算すると126鍵に

口

達してゐろ・

アメリカのタンカーの趨勢は股近

愈を大型となり，本年度の建造ダン
カーは33笠合計518,680總噸(83

4000重賦噸）であることから見て

も察せられる．即ちこの計蜜中には

←－34－－

＆

30,000噸2",28,000噸,9隻，

26,000噸17“18,000噸4隻,8,0

00職1隻（夫為重逓噸）壱，主とし

て石油卵係の5會祗路ら6ケ所？造
船所に註文され大磯明年一杯に完成

00．．fP・

するものと見られてゐる．船慨も重

量噸営り平均約200Fルで，特に之

等の建造期間が経あて短期間である

鮎が注目されてゐる．即ちSimShip

buildingぞ建造の11笠は大磯船蚕

上7ケ月，進水後1ケ月乃至1ケ月

半である．共他NeWpor上News*

船所でも大魑船蕊上.5～6ケ月，磯
袋2～3ケ月で完成の懲定になって

ゐる．

a

船舶用燃料消費量の比較

1935年には世界艦紬灘噸敷の約45

％が石炭蕊であったが現今では僅か
▼

に26％に過ぎなv､、日本船を除い

て爽今世界船舶は

汽船19,100隻（6210蕊總噸)

&{,:::"I:鰯駕轤
′モーター船6409袋(1520蕊總噸）

従って燃油船合計13600隻〔5890

寓總噸〕となる．此中アメリカ‘の繋

留船1400"(約900蔑總噸)を差

引いて現震の燃油船は12200隻(約
｡

5000､茂總噸〕となる．

油浦我高は職前1時間1軸馬力営
1ポンド位であったが，妓近は0．8

〃

ポンド位になり，定期食物鵬では約

0．6々 ポンド．ディーゼル船では0．4

華ンF位になロてゐる．（リパテイ

ー型は不經湾であるから約1．4ポン
ド位)之等の数字を基にして年間節

用油消我愛は戦前3500禽腕I専對し
て現在4600茂遮，更に碇泊用も加

，へると5000寓麺に及蕊．この中3/4
がパソカーc,1/4がディーゼル油

である．
〆

石炭淌饗高は新式汽縦では1時間

1愛馬力営り1ポンドであるが，平

均1.5ボン1学とすると前記の11900

隻の石炭徒汽船平均1隻1日18,麺

を消饗する．假に年180日航海する
①

として全世界商船石炭消澱錘は年間
0

3900郵砿で，之に對し戦前は1年
200日航海して約1500批越消我し
た計拡になる．尤も以上は100總噸
宋滿の不耀濟な石淡擬各繩小型磯は

、

グ
ー

イタリヤ海運界の再建

イタリヤでは各國同糠国民經濟再

建のたあ海運の復興を･目指して，先

づ造船業界の再編成と造船計笠の改

革に着手し，政府,.船主及造鵬各闘
係者が協力して新造艦建造の検討を

重ねつつある．即ちスエズ運河の通

航船舶を見てもイダリヤ船は昨年産

は一昨年の四倍にも輸加し，武易貨

物の激塘に伴って船腹戯の不足が目

立って来た.郵在の造船能力を全幅

利用してかかっても戦前の商船隊の

勢力水準に復活するには約3年もか
ノ

かると鼎られて居り，此鹿に造船業
の再編成の問題が起って來る課であ
る．このために先づ現在の7’墓の
造船豊の．うちから除剰施設を除去し
て合理化を計り，更に船型等も一贋
標準化を徹底せしめて船臓の引下げ
をやって，各園と建造競争し得る糠
造船能力の弧化改義を狙ってゐる．
イタリヤ第一の船會祇であるゼノ
ァの定期船會証イタコャ疵は戦争に
よロ戦前の保有鶴45寓侭總噸の88

％も喪失したが，現在既に約’7寓
總噸まで回復就航して居り．之に妓
近ｱﾇﾘｶよ心の返還船を入がると
22蔑噸を保有する庭とになる.来年

1
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ぱ豪華紺コンテ°グラン．ヂ號②改装職入物蓑は次の遁りである．
フランス海運界の新統制

が完了するので更に25，000噸の瀞1．日本か.らの賠償及歸蓮物養．、
加となる．その他イタリヤ第2の海2．米函から勝入の除剰物養スランス海運界は去る3月から漸
蓮含疵ロイド・卜Jエスチえはじめ3．救濟米及救濟物養 次徴用解除されてゐらが，画家再建

、何れも祁欝の'回復振りを示して夫毎稔出商品では綿布及砂溌が幾分目立のた妙の重要物菱職逵を確保するた
〃外洋に活動して居る．外國叉易の櫓った数簸に_上る他は至って輕徽であめ或程度の海運統制が必要で,先に
加と共にイタリヤ再建も着令遥みつる． 制定された商紹組織法によって新た

つある謡船腹澱の不足のため外國船客雛送}伏況は,在外華侭のために妓高商船群蕗禽が設立された．之
鋸依存によってゐる状況で對外收支客絡を就航せしめる必要があり現には船主その他海運關係代表初め，學

‐の不均術が淑著である．．、 海厘雛．海非難が就航して居り，更識經験巻政府，船員及荷主の代表

＃鍛近の報告によるとイ顔リヤ商焔に米国より客貨船4隻を鵬入して南辱奄撫成され,迩舷,傭総,燃料の

隊は羅職時の50繭噸から本年5月洋航路に使用する計垂である.、三委員會がある之は郡イギリス

淵鰯職繍轌蕊雛驚エ2蔑噸は漁桑用ぞある．

中國の．海運 ・を察げて職前の地位回復に努力してらない．フランス商艦隊も戦前290
ゐる際,中閏海運の前途は益,々 多難，寓總噸が現在200萬總額まで漸次回

’月22日海遼溌(2600噸)が日を諜想されてゐる．復して来たが，今回の商船組織法に
華間定期諭路の第一鋸として對日愛より，一､般海連政策，定期鋸の組縦
易品を滿戦して上海より御感こ向っ アメリカの中型貨物船

等の他商船嫁氏のものの再建施策も
た・営分毎月1回定期艦の運航があ最近アメリカに於て建造された南總て審議倉にはかることになった．・
る．来航路貨物紺ば，中型貨物船の代表この新制度には船主筋は必ずしも滿
現在中画の船舶保有鉦は大小合せ的なものとして今後の貨物船建造に‘足の欣態ではなく，フランス商船隊
て4000像隻114寓除總噸で1年種杢'の示唆を奥へてゐる｡Lこの型はを危急存亡の關頭に立たしめてゐる
前より1q除萬噸の櫓加である･1a5,460總噸で主穫はディーゼル6,6と見る向きもある．
この外波近20寓噸の船舶を購入す00馬力，軍螺旋である．この船は
ろ． 輸出船の建造．燃料油ダンクが船底に設けられバラ

貨椀輪逵欣況としては，目下中国，ストダンクにも使用出來，デリツクノルウェー註文の420噸Catcher
の封ﾀ椴易は逆調で轆喝品は鐙に於ポストが船橋模前方雨舷一本宛,"boat(クヌール，スーデロイ〕は夫
て甚だ悩少である．一方嬬入品の犬前端は船艘中心に一本あり，後部も々三井玉野及播磨造船壷引波を維へ
部分は外國船が自ら轍暹しで来てゐ‘同様で荷役には十分考慮されてゐたが,童に媛近470噸型Catcherひ

る．故に航業界が積極的に海外航迦，る．甲板は3段，船鮒は6隣二重boat6隻の註文があり．前記遥船厨
の發展を計っても輪幽入童易が種粂底を有し,煙突は非徹に細く，乗組と浦裂船渠で各2隻宛建造が撫定さ
制限を受けてゐる魂朕では到嘩の員の居室は全部船の中央に集中されれてゐる伺濠洲』:りも同溌Catc-〆

發展を維持することは出來ない．そてゐる等設計上新工夫が施されてゐherboat6隻の引合ひがある．
の結果現在中画船が輪逢に従事してるく燃料タンク満載時速力16．5節欧米向としてかねて引合中の大型
，ゐる大部分は何れも次の様な特殊の航紋距離’0,000浬である． 船15隻の職出船の契約も塞次成立

性質を有ったものである．即ち織田此型ぼ魂在46隻竣工したがアメリする見透しもついた．船便は18,000
品では力艇舶局も錐一戦の鋤として斫紙を噸型油槽船は噸欝り7}~蝿圃，’

‘賓罐"葡榊に霞翻雫鐸墨麗麓蝿議獺駕麓震驚‘《鰯驫鶴礎石 雪凸

2．璽政總局が日本に寅却する塞灘も溌上萩のものである．
産 璽．、×，××．

3．中央信託局の對日バーター駒養
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336,466總噸，この中職標船の績行船が相當部分
を占めるので鋼材消費量は大凡208,000砿程度と
思はれる．從ってその差は全部手持叉は特殊物件
でまかなはれたわけで正に縮少再生産であった。
（三）本年度鋼材需給と造船計壷
本年度に入ると出炭3,600萬睡計壷を始めとし
て，カリオア，イロア，の外國援助基金が設定さ『

れ,特にイロアは約1億ドル程度で基礎生産材の
原料の買付に活用間來ることにな/b,此の爲鐵鍼
右,石炭等の輸入は順調に行はれており．漸く生
産復興の緒が見えて來たと云へよう．年間計謹は
鋼材生産は120．勘睡，内職出20萬砿，鐡道18萬
睡,石炭'4寓睡,船舶6謹睡となって,石炭は
相営重黙的に老へられてゐるが他部門は相當座迫
されﾅﾆ配當となってゐる，造船の6萬睡の配當は
造船所在庫7寓睡を加へ計13寓睡の鋼材を動員
して蓋工156,000‘噸を計毒し,､國内輪逢力の充資
を計らんとしﾅﾆ次第である.更に本年度計謹の特

色は外航向けB型建造に着手したこと-ﾂ,之には
鋼材の遡格が當然問題になるため新規の生産にな
る鋼材が要求さ脱てゐる．從って今後在庫の活用
出來る分野はストックの枯渇と共に非常に狭めら
れるであらう．

次に造船界として大害す,べきは船舶の輸出計謹
で，大型15隻が内定して居ウ本年度約8萬睡の
鋼材が輸出部間よりさかれて之に充當される諜定
膳なってゐる．この計遜は造船技術のみならず日
本の製鐵技術の向上にも役立つことにならう．
現在までの黄績は第一四半期全生産量226,000
魁こ對し造船部門9,000砿,第二四半期280,000
砿に對し12,000",第三四半期310,000砿に對
し11,800殖で，第三四半期までの全供給力合計
816J000地中遥諮紬32,800睡で．,年間計謹に
識ｵろ途行需は全生産が68%,造船は534％とな
ってゐる．このｲ鵬出船用として第一四半期240
砿，第二四半期16,250睡,第三四半期32,鯉0砿
があるので之を加へると適繼部門には81,730砿
の配當斑績となる．第四四半期は電力不足の關係
から全生産量は26寓醐呈度に下るであらうU，

a

翻侶用はせいぜい15,000勉止b,輸出船として
14,000砿程度であらうと老へら脱る°これで年間
i一一 ／

一一一一一一‐■－
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鋼材の需給よb見ﾅﾆ造船の現状及將來

，′鎌獺正己'

．(一）まへがきﾞ

造船工業と鐵鋼業との密接な關係は今更喋糞す

るまでもあるまい．平時に於て造船は土建,機械,､

鐵道と並んで鋼材の大口需要部門で，鋼材全供給

量の約1割程度を消費して居ったのである．,從っ

て鐵銅の消長が造船業に及ぼす影響は極めて重大

・で，逆に亦遥船業の運命も鐵鋼業にあだへる影響
は大きい.膳に戦後の日本經濟の復興zI過程に於
て鐵鋼に對する各部門の需要は膨大で到底現在の

貧弱な生産を以てしてはまかない切れないから，

造船用鋼材も他部門同様相當の規正を餘儀なくさ
れてお.り，この面から造船計謹の遂行には相當の
支障を來してゐる.･從って識召の將來を論ずる場

合,先づ鋼材の需給状況に對する明確な見透しが
なければならない．この意味に於て以下鋼材の需

給の現状及將來を論じてそれが造船に如何に關係
心

するか考へて見たいと思ふ．

（二）戦賓の鋼材需給と鎧船
昭和20年度は終戦直後の混乱期にあり見るべき

ものはない．21年度に至って漸く虚脱状態から晩

し生産が開始された斬謂ストックの食いつぶし

で，縮少再生産の過程を辿って行った．鋼材生産

量468,700殖,内遥舳には20,100池の配當があ

った．22竿度に至っても生鬮城ぱい状態を:つつ
｝け，生産材平均綜合指数は約25～27程度，普通
鋼燕柑旨數は僅かに10程度を示すに過ぎない．

然し出炭量の漸増と傾斜生産方式の影響により生
函ま次第に上昇カーブを盤〈様になって來だ.唯
冬期電力の逼迫は相當悪結果を來し第四四半期は

生産が落ちて結局年間720,000睡の学産餓で造
船用には53,000睡に止つﾅﾆ．

21,年度,22年度を通じて見るに造船用鋼材は
僅かに全禮の6．15％で，この間柵皆建造壁は

日
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ついもは零在の世界的鐡不足のﾅ雌では到底望び
く〈.もなく，寧ろ逆に鐵鍍石，石炭の職入の唾ぴ

水として相當量の素材輸出はまぬがれまい．

24年度の鋼材生産は動力特に電力の回復は望め
ないから恐らく］ｱ0寓睡程度に止るものと思はれ

これの中輸出用に本年度の傾向から推して40禽

睡はさかれることは必至であるから，結局園内用

は'30萬睡程度，從って本年度と同様動力部門に

傾斜をつけるとすると造船は12～15萬睡程壁に
｡

しかなるまい．各部門共殆んど本年趨の延長で相

當苦しいものと思はれる．從って漸く芽が出て來

るのは25年度からで，年次別生産量の豫想と造
ノ

船部門への配當見透を想定して見ると次の通りで
あ.る．

’
を通じて生産貨績は1,076,000瞳,造船部門合計

は110,760睡，全艦に對する比率は卜10.3％とi、
ふこと,になる．結局本年度の造船は國内の造船趾鳴

況は鋼材の不足から相當制約を受けたが，輪出船
の感豈で僅かに息がつけﾆと云へよう．

（四)今後の鋼材需給見透しと造船一
今後五ケ年間の鐵鋼生産及び船邉計謹は現在經
濟復興計霊委員會で検討さ肌てゐるので未だ發表

さ＃'てないが，基本的考へ方は既に公表されてゐ

る經濟復興計謹第一次試案と大差ないものと思は

れる．即ち第一次試案では經濟復興の目標は五ヶ

年後に於て輸出入のバランスをはかウゥ昭和5～、

9年の生活水準を回復することであウ,吃のため
には農業生産は基準年次(昭和5~9鏑の105
％,雛工業は'30%にならねばならない、鍍工業
については内部鱗成は基準年次に比べて繊維工業
部門の相對的減少と，機械工業，化學工業の發展
に最も著しい特色がある．即ち昭和5～9年に比
べると日本經濟は－信工業化しなければならな1、
が，その工業化も資源に乏しい我が國の場合には
生産慣格中原材料蜜の占める割合に比べて技術や
勢働力によって附加される部分の多い工業即ち機
械工業や化學工業に徐塗にウエイトを移してゆか

ねばならぬ.これは生糸綿糸がその市場性と設備
復元のテンポから考へて昭和27年度には基準年

言欝鰯懸寧鼈麓皇蝋奎寳雪
う更に輸出鋤討して柵材機械類の需要は相
當旺盛になるものと老へられる．以上の見地から
すれば産業構成に占める鐵鋼業の地位は自ら中心
的なものとならざるを得ない．然るに第一次試案
の27年度生醗儲は出炭4,400萬砿,Mr230
萬睡で,､ストライク案が自立經濟に必要な生産量
として昭和.24年度に出炭5,500萬睡，鋼材420
萬廼を推定して居るに反し消極的過ぎるとの批判
はまぬかれまい．
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生産頂格中原材料蜜の占める割合に比べて技術や日本が貿易を中心として自逹經濟禮制を作るに
勢働力によって附加される部分の多い工業即ち機は海運の復興は一日も早くなされいばならず，復

oj

械工業や化學工業に徐塗にウエイトを移してゆか興計霊に於ても貿易外牧入は多大の期待を寄せら
ればならぬ.これは生糸綿糸がその市場性と設備れてゐる.この意味からしても年間全供給量の12
復元のテンポから考へて昭和27年度には基準年％程度の配営を期待することは左程無理でもある

言欝鰯懸寧鼈麓皇蝋奎寳雪＆‘、 、

之によれば.5ケ年間に新造船約150萬總噸建

う更に輸出鋤討して､鋼材機俄類の需要は相造計鋤策定し,貿易外牧入1億ドﾙ以上蜆込
當旺盛になるものと老へられる.以上の見地からむことが可能‘と噸う･我菱は造船が輸出産業と
すれば産業構成に占める鐵錨僕の地位は自ら中心同徴否それ以上に鰯外貨盤得に有利なことを彊
的なものとならざるを得ない．然るに第一次試案調しだい．′、の27年度生醗儲は出炭4,400萬砿,Mr230_(H)"=（五）結目

萬睡で，ストライク案が自立經濟に必要な生産量以上述べた如く造船は輸出産業と同穰重職的に
として昭和‘24年度に出炭5,500萬睡,鋼材420老へられるから他部門の鋼材の需給は相當逼迫し
萬廼を推定して居るに反し消極的過ぎるとの批判てゐるにも拘らす患今後造船界の前途は洋糞たるも
はまぬかれまい．

′

のがあらう．然し來年度一杯は本年と同稼鋼材面
現在立案中の改訂計謹では之等の鮎を考慮してからもインフレの面からも大きな試煉に耐へてゆ
28年鹿出淡4,800幽睡,輸入炭500闘蝕程度がかねばならない.その間造船業としては企業､合

ノ

最大可能量として嫌寸されそ居り,電力の回復妖理化と技術向上に全力を集中して將來の飛曜に備
況とも睨み合せて鋼材350萬砿程度の生産に落着へられんことを願ふ次第である．
〈のではないかと老へられてゐる．鋼材の輸入に｛ （蓮楡省海蓮總局蚕材部）
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